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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイント（ＡＰ）によって実施される方法であって、
　ステーション（ＳＴＡ）から、隣接ＢＳＳに関連付けられた重複基本サービスセット（
ＯＢＳＳ）、および前記隣接ＢＳＳが前記ＡＰのＢＳＳと同じＢＳＳカラーを使用してい
ることの表示を含むイベント報告を受信するステップと、
　前記ＡＰによって、前記イベント報告に基づく前記ＡＰのための他のＢＳＳカラー、お
よび前記ＡＰが前記他のＢＳＳカラーに切り替わるまでのカラー切り替え時間を表示して
いるＢＳＳカラー変更アナウンスメントメッセージを前記ＳＴＡに送信するステップと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＡＰは、１つまたは複数のＳＴＡからＢＳＳカラー衝突報告を受信する、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記カラー切り替え時間がゼロにカウントダウンするとき、前記ＡＰが前記他のＢＳＳ
カラーを使用して情報を送信するステップをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ステーション（ＳＴＡ）によって実施される方法であって、
　前記ＳＴＡによって、アクセスポイント（ＡＰ）と関連付けるステップであって、前記
ＡＰは基本サービスセット（ＢＳＳ）に属する、ステップと、
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　前記ＳＴＡによって、隣接ＢＳＳに属する隣接ＡＰからのフレームを受信するステップ
であって、前記ＳＴＡは前記フレームに基づいて、前記隣接ＢＳＳが前記ＢＳＳと同じＢ
ＳＳカラーを使用していることを決定する、ステップと、
　前記ＳＴＡによって、イベント報告を前記ＡＰに送信するステップであって、前記イベ
ント報告は、前記隣接ＢＳＳに関連付けられた重複ＢＳＳ（ＯＢＳＳ）情報、および前記
隣接ＢＳＳが前記ＢＳＳと同じＢＳＳカラーを使用していることの表示を有する、ステッ
プと、
　前記イベント報告に基づく前記ＡＰのための他のＢＳＳカラー、および前記ＡＰが前記
他のＢＳＳカラーに切り替わるまでのカラー切り替え時間を表示しているＢＳＳカラー変
更アナウンスメントメッセージを受信するステップと、
　を備える、方法。
【請求項５】
　アクセスポイント（ＡＰ）であって、
　ステーション（ＳＴＡ）から、隣接ＢＳＳに関連付けられた重複基本サービスセット（
ＯＢＳＳ）、および前記隣接ＢＳＳが前記ＡＰのＢＳＳと同じＢＳＳカラーを使用してい
ることの表示を含むイベント報告を受信する手段と、
　前記イベント報告に基づく前記ＡＰのための他のＢＳＳカラー、および前記ＡＰが前記
他のＢＳＳカラーに切り替わるまでのカラー切り替え時間を表示しているＢＳＳカラー変
更アナウンスメントメッセージを前記ＳＴＡに送信する手段と、
　を備えたＡＰ。
【請求項６】
　前記ＡＰは、１つまたは複数の関連するＳＴＡからＢＳＳカラー衝突報告を受信する、
請求項５に記載のＡＰ。
【請求項７】
　前記カラー切り替え時間がゼロにカウントダウンするとき、前記他のＢＳＳカラーを使
用して情報を送信する手段をさらに備えた、請求項５に記載のＡＰ。
【請求項８】
　ステーション（ＳＴＡ）であって、
　アクセスポイント（ＡＰ）と関連付ける手段であって、前記ＡＰは基本サービスセット
（ＢＳＳ）に関連付けられた、手段と、
　隣接ＢＳＳと関連付けられた隣接ＡＰからのフレームを受信する手段であって、前記Ｓ
ＴＡは前記フレームに基づいて、前記隣接ＢＳＳが前記ＢＳＳと同じＢＳＳカラーを使用
していることを決定する、手段と、
　イベント報告を前記ＡＰに送信する手段であって、前記イベント報告は、前記隣接ＢＳ
Ｓに関連付けられた重複ＢＳＳ（ＯＢＳＳ）情報、および前記隣接ＢＳＳが前記ＢＳＳと
同じＢＳＳカラーを使用していることの表示とを含む、手段と、
　前記イベント報告に基づく前記ＡＰのための他のＢＳＳカラー、および前記ＡＰが前記
他のＢＳＳカラーに切り替わるまでのカラー切り替え時間を表示しているＢＳＳカラー変
更アナウンスメントメッセージを受信する手段と、
　を備えたＳＴＡ。
【請求項９】
　前記イベント報告は、前記ＳＴＡによって発見された追加の１つまたは複数の隣接ＢＳ
Ｓに関連付けられた追加の１つまたは複数のＯＢＳＳ報告情報を備える、請求項８に記載
のＳＴＡ。
【請求項１０】
　前記イベント報告は、前記ＳＴＡによって自律的に送信される、請求項８に記載のＳＴ
Ａ。
【請求項１１】
　前記イベント報告は、前記ＳＴＡによって自律的に送信される、請求項４に記載の方法
。
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【請求項１２】
　前記イベント報告は、前記ＳＴＡによって発見された追加の１つまたは複数の隣接ＢＳ
Ｓに関連付けられた追加の１つまたは複数のＯＢＳＳ報告情報を備える、請求項４に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＷＬＡＮにおけるＢＳＳカラー強化型送信（ＢＳＳ－ＣＥＴ）に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照によりその内容が本明細書に組み込まれている、２０１５年１月９日に
出願した米国特許仮出願第６２／１０１，６４５号明細書の利益を主張するものである。
【０００３】
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ベースのネットワークに追加される米国
電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１デバイス（ステーション（ＳＴＡ）、およ
び／またはアクセスポイント（ＡＰ））の数の急速な増加に伴って、高密度のＷＬＡＮ配
備が日常的になってきている。このような高密度のＷＬＡＮ配備は、例えば干渉、輻輳、
低スループットなどを含む要因により、著しい性能問題に直面している。
【０００４】
　例えばＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈにおいて用いられるような、例えば基本サービスセ
ット（ＢＳＳ）のための既存のＷＬＡＮの機能は、このような高密度のＷＬＡＮ配備に対
して適切でない場合がある。このような高密度のＷＬＡＮ配備の性能を改善するために、
強化型ＢＳＳカラーフォーマットおよび関連する機構が必要となり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　高密度に配備されたＷＬＡＮにおける性能を改善することができるシステム、方法、お
よび手段が開示される。それ自体の基本サービスセット（ＢＳＳ）内のステーション（Ｓ
ＴＡ）は、重複ＢＳＳ（ＯＢＳＳ）から送信フレームを受信することができる。ＳＴＡは
、受信された送信フレームからプリアンブルを復号することができる。ＳＴＡは、復号さ
れたプリアンブル（例えば復号されたプリアンブルのみ）を用いて、ＯＢＳＳ情報、およ
び／またはＯＢＳＳに関連付けられた送信方式を決定することができる。送信方式は、直
交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、ＢＳＳサイレ
ンシング、セクタ化された送信による干渉回避、または帯域サイレンシングを有するＯＦ
ＤＭＡの１または複数を含むことができる。送信フレームは、送信ノードまたはＢＳＳ識
別を含むことができる。送信ノードまたはＢＳＳ識別は、送信ノードまたはＢＳＳ識別が
ダウンリンク送信用であるかまたはアップリンク送信用であるかを示すことができる。
【０００６】
　決定された、ＯＢＳＳに関連付けられた送信方式は、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤ
ＭＡ）とすることができる。このような場合ＳＴＡは、それ自体のＢＳＳ内で、その関連
付けられたアクセスポイント（ＡＰ）に、送信のために利用可能である１または複数のチ
ャネルまたはサブチャネル、および／または送信のために利用不可である１または複数の
チャネルまたはサブチャネルを示すことができる。ＳＴＡはチャネル情報を、それ自体の
ＢＳＳ内のＡＰに、例えば送信スケジュールに応答して、および／またはアップリンク要
求を用いて送ることができる。
【０００７】
　決定された、ＯＢＳＳに関連付けられた送信方式は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）
とすることができる。このような場合、ＳＴＡは、チャネルが送信のために利用不可であ
ることを決定することができる。ＳＴＡは、例えばＯＢＳＳ情報が、ＳＴＡはＯＢＳＳ干
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渉に対してロバスト性がないことを示すときは、チャネルをビジーに設定することができ
る。ＳＴＡは、例えばＯＢＳＳ情報が、ＳＴＡはＯＢＳＳ干渉に対してロバスト性がある
ことを示すときは、チャネルをアイドルに設定することができる。ＳＴＡは、アイドルに
設定されたチャネル上に送信することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　より詳細な理解は、添付の図面と共に例として示される以下の説明から得られることが
できる。
【０００９】
【図１】例示的無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システムを示す図である。
【図２】強化型分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）動作の例を示す図である。
【図３】サブ１ＧＨｚ（Ｓ１Ｇ）能力情報フィールドの例を示す図である。
【図４】ＳＩＧ－１フレーム構造の例を示す図である。
【図５】基本サービスセット（ＢＳＳ）カラーによるクリアチャネル評価（ＣＣＡ）閾値
の例を示す図である。
【図６】強い干渉の存在下での、意図された信号の例示の重複直交周波数分割多重（ＯＦ
ＤＭ）送信を示す図である。
【図７】フィードバックパケットの、例示のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）フレームフ
ォーマットを示す図である。
【図８】重複しないセカンダリチャネルを用いた、ＳＴＡ自体のアクセスポイント（ＡＰ
）への例示のフィードバック情報を示す図である。
【図９】例示の空間直交フィードバックを示す図である。
【図１０】意図されたシンボルと混合された、例示の復調された干渉シンボルを示す図で
ある。
【図１１】キャンセルおよび延期型ＡＣＫを示すネットワークの例を示す図である。
【図１２】延期型ＡＣＫ動作の例を示す図である。
【図１３】ＡＣＫ動作の例を示す図である。
【図１４】アップリンク／ダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）直交周波数分割多元接続（ＯＦＤ
ＭＡ）の例を示す図である。
【図１５】ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡパケット交換タイプ１の例を示す図である。
【図１６】ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡパケット交換タイプ２の例を示す図である。
【図１７】ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡパケット交換タイプ３の例を示す図である。
【図１８】ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭの例を示す図である。
【図１９】ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭパケット交換の例を示す図である。
【図２０】強化型ＢＳＳカラーを用いたピアツーピア送信によるＯＦＤＭＡの例を示す図
である。
【図２１】パケット交換の例を示す図である。
【図２２】重複ＢＳＳ（ＯＢＳＳ）干渉の例、および例示の干渉キャンセルトランシーバ
を示す図である。
【図２３】ＯＢＳＳ報告要素の例を示す図である。
【図２４】カラーアナウンスメント（サブ）要素の例を示す図である。
【図２５Ａ】１または複数の開示される実施形態が実施されることができる、例示の通信
システムのシステム図である。
【図２５Ｂ】図２５Ａに示される通信システム内で用いられることができる、例示の無線
送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　次に例示的実施形態の詳細な説明が、様々な図に関連して述べられる。この説明は可能
な実装形態の詳細な例をもたらすが、詳細は例示的なものであり、本出願の範囲を限定す
るものでは全くないことが留意されるべきである。
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【００１１】
　インフラストラクチャ基本サービスセットモードにおけるＷＬＡＮは、図１での例によ
って示されるように、基本サービスセット（ＢＳＳ）のためのアクセスポイント（ＡＰ）
、およびＡＰに関連付けられた１または複数のステーション（ＳＴＡ）を有することがで
きる。ＡＰは、分配システム（ＤＳ）への、またはＢＳＳ内のもしくはそれから外へのト
ラフィックを運ぶことができる他のタイプの有線／無線ネットワークへの、アクセスまた
はインターフェースを有することができる。ＳＴＡへのトラフィックは、ＢＳＳの外部か
ら生じることができ、ＡＰを通じて到着することができ、ＳＴＡに届けられることができ
る。ＳＴＡから生じる、ＢＳＳの外部の宛先へのトラフィックは、それぞれの宛先に届け
られるようにＡＰに送られることができる。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックはＡＰを
通じて送られることができ、ソースＳＴＡはＡＰにトラフィックを送ることができ、ＡＰ
は宛先ＳＴＡにトラフィックを届けることができる。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィック
は、ピアツーピアトラフィックとすることができる。このようなピアツーピアトラフィッ
クは例えば、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｅ　ＤＬＳまたはＩＥＥＥ　８０２．１１ｚトンネ
ルＤＬＳ（ＴＤＬＳ）を用いた直接リンクセットアップ（ＤＬＳ）により、ソースおよび
宛先ＳＴＡの間で直接送られることができる。独立ＢＳＳ（ＩＢＳＳ）モードを用いたＷ
ＬＡＮはＡＰをもたなくてもよく、ＳＴＡは互いに直接通信することができる。この通信
モードはアドホックモードとすることができる。
【００１２】
　図１は、例示的無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）デバイスを示す。デバイ
スの１または複数は、本明細書で述べられる特徴の１または複数実施するために用いられ
ることができる。ＷＬＡＮは、アクセスポイント（ＡＰ）１０２、ステーション（ＳＴＡ
）１１０、およびＳＴＡ１１２を含むことができるが、それらに限定されない。ＳＴＡ１
１０および１１２は、ＡＰ１０２に関連付けられることができる。ＷＬＡＮはＩＥＥＥ　
８０２．１１通信標準の１または複数のプロトコルを実施するように構成されることがで
き、これはＤＳＳＳ、ＯＦＤＭ、ＯＦＤＭＡなどのチャネルアクセス方式を含むことがで
きる。ＷＬＡＮはあるモード、例えばインフラストラクチャモード、アドホックモードな
どで動作することができる。
【００１３】
　インフラストラクチャモードで動作するＷＬＡＮは、１または複数の関連付けられたＳ
ＴＡと通信する１または複数のＡＰを備えることができる。ＡＰ、およびＡＰに関連付け
られたＳＴＡは、基本サービスセット（ＢＳＳ）を備えることができる。例えばＡＰ１０
２、ＳＴＡ１１０、およびＳＴＡ１１２は、ＢＳＳ１２２を備えることができる。拡張型
サービスセット（ＥＳＳ）は、１または複数のＡＰ（１または複数のＢＳＳを有する）、
およびＡＰに関連付けられたＳＴＡを含むことができる。ＡＰは分配システム（ＤＳ）１
１６へのアクセスおよび／またはそれへのインターフェースを有することができ、これは
有線および／または無線とすることができ、ＡＰへのおよび／またはそれからのトラフィ
ックを運ぶことができる。ＷＬＡＮの外部から生じた、ＷＬＡＮ内のＳＴＡへのトラフィ
ックはＷＬＡＮ内のＡＰにおいて受信されることができ、それはＷＬＡＮ内のＳＴＡにト
ラフィックを送ることができる。ＷＬＡＮ内のＳＴＡから生じた、ＷＬＡＮの外部の宛先
、例えばサーバ１１８へのトラフィックはＷＬＡＮ内のＡＰに送られることができ、それ
は宛先にトラフィックを、例えばサーバ１１８に送られるようにＤＳ１１６を経由してネ
ットワーク１１４に送ることができる。ＷＬＡＮ内のＳＴＡ間のトラフィックは、１また
は複数のＡＰを通じて送られることができる。例えばソースＳＴＡ（例えばＳＴＡ１１０
）は、宛先ＳＴＡ（例えばＳＴＡ１１２）に対するものであることが意図されたトラフィ
ックを有することができる。ＳＴＡ１１０はＡＰ１０２にトラフィックを送ることができ
、ＡＰ１０２はＳＴＡ１１２にトラフィックを送ることができる。
【００１４】
　ＷＬＡＮはアドホックモードで動作することができる。アドホックモードＷＬＡＮは、
独立基本サービスセット（ＩＢＢＳ）と呼ばれることができる。アドホックモードＷＬＡ
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Ｎでは、ＳＴＡは互いに直接通信することができる（例えばＳＴＡ１１０はＳＴＡ１１２
と通信することができ、そのような通信はＡＰを通じて経路指定されない）。
【００１５】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１デバイス（例えばＢＳＳ内のＩＥＥＥ　８０２．１１　ＡＰ）
は、ビーコンフレームを用いて、ＷＬＡＮネットワークの存在をアナウンスすることがで
きる。ＡＰ１０２などのＡＰはチャネル、例えばプライマリチャネルなどの固定チャネル
上に、ビーコンを送信することができる。ＳＴＡは、プライマリチャネルなどのチャネル
を用いて、ＡＰとの接続を確立することができる。
【００１６】
　ＳＴＡおよび／またはＡＰは、キャリア検知多重アクセス／衝突回避（ＣＳＭＡ／ＣＡ
）チャネルアクセス機構を用いることができる。ＣＳＭＡ／ＣＡにおいてＳＴＡおよび／
またはＡＰは、プライマリチャネルを検知することができる。例えばＳＴＡが送るための
データを有する場合は、ＳＴＡはプライマリチャネルを検知することができる。プライマ
リチャネルがビジーであることが検出された場合は、ＳＴＡはバックオフすることができ
る。例えばＷＬＡＮまたはその一部分は、例えば所与のＢＳＳ内で、所与の時点において
１つのＳＴＡが送信できるように構成されることができる。チャネルアクセスは、ＲＴＳ
および／またはＣＴＳシグナリングを含むことができる。例えば送出要求（ＲＴＳ）フレ
ームの交換は送出デバイスによって送信されることができ、および送出可（ＣＴＳ）フレ
ームは受信デバイスによって送られることができる。例えばＡＰがＳＴＡに送るためのデ
ータを有する場合、ＡＰはＲＴＳフレームをＳＴＡに送ることができる。ＳＴＡがデータ
を受信する準備が整った場合は、ＳＴＡはＣＴＳフレームにより応答することができる。
ＣＴＳフレームは、ＲＴＳを始動したＡＰがそのデータを送信できる間、媒体にアクセス
するのを見合わせるように他のＳＴＡに警告することができる時間値を含むことができる
。ＳＴＡからＣＴＳフレームを受信するとすぐに、ＡＰはＳＴＡにデータを送ることがで
きる。
【００１７】
　デバイスは、ネットワーク割り振りベクトル（ＮＡＶ）フィールドによって、スペクト
ルを予約することができる。例えばＩＥＥＥ　８０２．１１フレームにおいてＮＡＶフィ
ールドは、ある期間の間チャネルを予約するために用いられることができる。データを送
信したいＳＴＡは、それがチャネルを使用することを予想できる時間に、ＮＡＶを設定す
ることができる。ＳＴＡがＮＡＶを設定するときＮＡＶは、関連付けられたＷＬＡＮまた
はそのサブセット（例えばＢＳＳ）に対して設定されることができる。他のＳＴＡは、Ｎ
ＡＶをゼロまでカウントダウンすることができる。カウンタがゼロの値に達したとき、Ｎ
ＡＶ機能は、今はチャネルが利用可能であることを他のＳＴＡに知らせることができる。
【００１８】
　ＡＰまたはＳＴＡなどのＷＬＡＮ内のデバイスは、プロセッサ、メモリ、無線受信器お
よび／または送信器（例えばトランシーバに組み合わされ得る）、１または複数のアンテ
ナ（例えば図１のアンテナ１０６）などの、１または複数を含むことができる。プロセッ
サ機能は１または複数のプロセッサを備えることができる。例えばプロセッサは、汎用プ
ロセッサ、専用プロセッサ（例えばベースバンドプロセッサ、ＭＡＣプロセッサなど）、
デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、状
態機械などの１または複数を備えることができる。１または複数のプロセッサは、互いに
統合されても統合されなくてもよい。プロセッサ（例えば１または複数のプロセッサ、ま
たはそのサブセット）は、１または複数の他の機能（例えばメモリなどの他の機能）と統
合されることができる。プロセッサは、信号符号化、データ処理、電力制御、入力／出力
処理、変調、復調、および／またはデバイスが図１ＣのＷＬＡＮなどの無線環境において
動作することを可能にすることができる任意の他の機能を行うことができる。プロセッサ
は、例えばソフトウェアおよび／またはファームウェア命令を含む、プロセッサ実行可能
コード（例えば命令）を実行するように構成されることができる。例えばプロセッサは、



(7) JP 6599994 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

プロセッサ（例えばメモリおよびプロセッサを含むチップセット）またはメモリの１また
は複数上に含まれた、コンピュータ可読命令を実行するように構成されることができる。
命令の実行はデバイスに、本明細書で述べられる機能の１または複数を行わせることがで
きる。
【００１９】
　デバイスは１または複数のアンテナを含むことができる。デバイスは多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）技法を使用することができる。１または複数のアンテナは、無線信号を受信する
ことができる。プロセッサは、例えば１または複数のアンテナを経由して無線信号を受信
することができる。１または複数のアンテナは無線信号を送信することができる（例えば
プロセッサから送られた信号に基づいて）。
【００２０】
　デバイスは、プロセッサ実行可能コードまたは命令（例えばソフトウェア、ファームウ
ェアなど）、電子データ、データベース、または他のデジタル情報などの、プログラミン
グおよび／またはデータを記憶するための１または複数のデバイスを含むことができるメ
モリを有することができる。メモリは１または複数のメモリユニットを含むことができる
。１または複数のメモリユニットは、１または複数の他の機能（例えばプロセッサなどの
デバイスに含まれた他の機能）と統合されることができる。メモリは、読み出し専用メモ
リ（ＲＯＭ）（例えば消去可能プログラマブル読み出し専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気
的消去可能プログラマブル読み出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）など）、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）、磁気ディスク記憶媒体、光記憶媒体、フラッシュメモリデバイス、
および／または情報を記憶するための他の非一時的コンピュータ可読媒体を含むことがで
きる。メモリはプロセッサに結合されることができる。プロセッサは、例えばシステムバ
スを経由してまたは直接、メモリの１または複数のエンティティと通信することができる
。
【００２１】
　インフラストラクチャ基本サービスセット（ＩＢＳＳ）モードにおけるＷＬＡＮは、基
本サービスセット（ＢＳＳ）のためのアクセスポイント（ＡＰ）、およびＡＰに関連付け
られた１または複数のステーション（ＳＴＡ）を有することができる。ＡＰは、分配シス
テム（ＤＳ）、またはＢＳＳ内のまたはそれから外へのトラフィックを運ぶことができる
他のタイプの有線／無線ネットワークへの、アクセスまたはインターフェースを有するこ
とができる。ＳＴＡへのトラフィックは、ＢＳＳの外部から生じることができ、ＡＰを通
じて到着することができ、ＳＴＡに届けられることができる。ＳＴＡから生じる、ＢＳＳ
の外部の宛先へのトラフィックは、それぞれの宛先に届けられるようにＡＰに送られるこ
とができる。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックはＡＰを通じて送られることができ、ソ
ースＳＴＡはＡＰにトラフィックを送ることができ、ＡＰは宛先ＳＴＡにトラフィックを
届けることができる。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ピアツーピアトラフィック
とすることができる。このようなピアツーピアトラフィックは例えば、ＩＥＥＥ　８０２
．１１ｅ　ＤＬＳまたはＩＥＥＥ　８０２．１１ｚトンネルＤＬＳ（ＴＤＬＳ）を用いた
直接リンクセットアップ（ＤＬＳ）により、ソースおよび宛先ＳＴＡの間で直接送られる
ことができる。独立ＢＳＳ（ＩＢＳＳ）モードを用いたＷＬＡＮはＡＰをもたなくてもよ
く、ＳＴＡは互いに直接通信することができる。この通信モードはアドホックモードとす
ることができる。
【００２２】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１インフラストラクチャ動作モードを用いてＡＰは、固定チャネ
ル、通常はプライマリチャネルにおいて、ビーコンを送信することができる。このチャネ
ルは２０ＭＨｚ幅とすることができ、ＢＳＳの動作チャネルとすることができる。このチ
ャネルはまた、ＡＰとの接続を確立するために、ＳＴＡによって用いられることができる
。ＩＥＥＥ　８０２．１１システムにおけるチャネルアクセスは、キャリア検知多重アク
セス／衝突回避（ＣＳＭＡ／ＣＡ）とすることができる。この動作モードにおいて、ＡＰ
を含むＳＴＡは、プライマリチャネルを検知することができる。チャネルがビジーである
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ことが検出された場合は、ＳＴＡはバックオフすることができる。チャネルが空いている
ことが検出された場合は、ＳＴＡはチャネルを取得し、データを送信することができる。
【００２３】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎでは、高スループット（ＨＴ）ＳＴＡは、通信のために４０
ＭＨｚ幅のチャネルを用いることができる。これは例えばプライマリ２０ＭＨｚチャネル
を、隣接した２０ＭＨｚチャネルと組み合わせて、４０ＭＨｚ幅の連続したチャネルを形
成することによって達成されることができる。
【００２４】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃでは超高スループット（ＶＨＴ）ＳＴＡは、例えば２０Ｍ
Ｈｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、および／または１６０ＭＨｚ幅のチャネルをサポートす
ることができる。４０ＭＨｚ、および８０ＭＨｚチャネルは、例えば連続した２０ＭＨｚ
チャネルを組み合わせることによって形成されることができる。１６０ＭＨｚチャネルは
、例えば８個の連続した２０ＭＨｚチャネルを組み合わせることによって、または２つの
不連続な８０ＭＨｚチャネルを組み合わせることによって（例えば８０＋８０構成と呼ば
れる）形成されることができる。８０＋８０構成の場合、データは、チャネルエンコーデ
ィングの後に、それを２つのストリームに分割することができるセグメントパーサに通過
されることができる。逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）および時間領域処理は、各ストリ
ームに別々に行われることができる。ストリームは２つのチャネルにマッピングされるこ
とができ、データが送信されることができる。受信器においてこの機構は逆転され、組み
合わされたデータはＭＡＣに送られることができる。
【００２５】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｆおよびＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈは、サブ１ＧＨｚ帯域
において動作することができる。これらの仕様に対してチャネル動作帯域幅は、ＩＥＥＥ
　８０２．１１ｎおよびＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃで用いられるものに比べて低減され
ることができる。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｆは、テレビホワイトスペース（ＴＶＷＳ）
スペクトルにおいて動作することができ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈは、例えば非ＴＶ
ＷＳスペクトルを用いて１ＭＨｚ、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、および／または１６
ＭＨｚ帯域幅をサポートすることができる。例えば８０２．１１ａｈは、マクロカバレー
ジエリアにおけるメータタイプ制御（ＭＴＣ）デバイスをサポートすることができる。Ｍ
ＴＣデバイスは、例えば限られた帯域幅および長い電池寿命に対するサポートを含む、限
られた能力を有することができる。
【００２６】
　ＷＬＡＮシステムは、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１１ａｆ、および
８０２．１１ａｈなどの複数のチャネルおよび／またはチャネル幅、ならびにプライマリ
チャネルとして指定されることができるチャネルをサポートすることができる。プライマ
リチャネルは、ＢＳＳ内のいくつかまたはすべてのＳＴＡによってサポートされる最も大
きな共通動作帯域幅に等しい帯域幅を有することができる。プライマリチャネルの帯域幅
は、最も小さな帯域幅動作モードをサポートすることができるＳＴＡ（例えばＢＳＳ内で
動作するいくつかまたはすべてのＳＴＡ）によって制限され得る。８０２．１１ａｈの例
において例えば、たとえＡＰおよびＢＳＳ内の他のＳＴＡが、２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８Ｍ
Ｈｚ、１６ＭＨｚ、または他のチャネル帯域幅動作モードをサポートすることができたと
しても１ＭＨｚモードをサポートする（例えばそれのみをサポートする）ＳＴＡ（例えば
ＭＴＣタイプデバイス）が存在する場合、プライマリチャネルは１ＭＨｚ幅とすることが
できる。いくつかまたはすべてのキャリア検知、およびＮＡＶ設定は、例えばＳＴＡがＡ
Ｐに送信する１ＭＨｚ動作モードを（例えばそれのみを）サポートすることにより、プラ
イマリチャネルがビジーである場合、利用可能な周波数帯域全体が、たとえその大部分が
アイドルおよび／または利用可能であり得てもビジーと見なされ得るように、プライマリ
チャネルのステータスに依存し得る。
【００２７】
　例えば米国では、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈによって用いられることができる利用可
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能な周波数帯域は、９０２ＭＨｚから９２８ＭＨｚまでとすることができる。例えば韓国
では、これは９１７．５ＭＨｚから９２３．５ＭＨｚまでとすることができる。例えば日
本では、これは９１６．５ＭＨｚから９２７．５ＭＨｚまでとすることができる。ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１１ａｈのために利用可能な総帯域幅は６ＭＨｚから２６ＭＨｚとすること
ができ、国コードに依存することができる
【００２８】
　強化型分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）は、優先順位付けされたサービス品質（Ｑｏ
Ｓ）をサポートするために８０２．１１標準に導入された、分散型協調機能（ＤＣＦ）の
拡張とすることができる。図２は、例えばＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ標準においてもたら
されるＥＤＣＡの動作を示す。
【００２９】
　ポイント協調機能（ＰＣＦ）は、無競争チャネルアクセスを用いることができる。ＰＣ
Ｆは、時間限定サービス、およびＡＰによるポーリングをサポートすることができる。図
２に示されるようにＡＰは、ＰＩＦＳを待った後にポーリングメッセージを送ることがで
きる。クライアントが送信するものがない場合、クライアントはヌルデータフレームを返
すことができる。ＰＩＦＳはＤＩＦＳより小さいので、それはすべての非同期トラフィッ
クをロックアウトすることができる。ＰＣＦは決定論的で公正とすることができ、低いデ
ューティサイクル、および混雑したまたはバースト的なトラフィックの両方に効率的とな
ることができる。
【００３０】
　米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１高効率ＷＬＡＮ（ＨＥＷ）研究グル
ープ（ＳＧ）は、２．４ＧＨｚおよび５ＧＨｚ帯域での高密度シナリオを含む多くの使用
シナリオにおける、広範囲の無線ユーザに対するエクスペリエンス品質（ＱｏＥ）を強化
することを探求してきた。ＡＰおよびＳＴＡの高密度の配備をサポートするユースケース
、ならびに関連する無線リソース管理（ＲＲＭ）がＨＥＷ　ＳＧによって検討されている
。
【００３１】
　ＨＥＷの応用例は、非限定的に、スタジアムイベントのためのデータ配信、鉄道の駅、
または企業／小売り環境などの高いユーザ密度シナリオ、ビデオ配信に対する増加する依
存性に対する証拠、および医療用途のための無線サービスを含む、新しく生じた使用シナ
リオを含むことができる。
【００３２】
　例えばＨＥＷ研究グループ（ＳＧ）における作業に基づいて、プロジェクト承認要求（
ＰＡＲ）および標準開発のための基準（Criteria for Standards Development）（ＣＳＤ
）に基づいて、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｘタスクグループ（ＴＧ）が確立された。
【００３３】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈは、基本サービスセット（ＢＳＳ）カラー、および／また
は部分的関連付け識別（部分的ＡＩＤ）をもたらすことができる。ＢＳＳカラーは、ＳＴ
Ａが、例えばダウンリンク送信がそれら自体または他のＢＳＳからのいずれであるかを区
別することを可能にするための、８０２．１１ａｈにおける機構である。図３は、Ｓ１Ｇ
能力情報フィールドを示す。図３に示されるように、ＢＳＳカラーは、ＳＴＡが、それら
がネゴシエートし得るＡＰのカラーを識別することを可能にするために、サブ１ＧＨｚ（
Ｓ１Ｇ）能力情報フィールドにおいて送信されることができる。
【００３４】
　図４は、ＳＩＧ－１フレーム構造の例を示す。ＢＳＳカラーは、プリアンブルの一部と
して送信されることができるパケット（例えばあらゆるパケット）の、ＳＩＧ－１フィー
ルドのＩＤフィールドにおいて送信されることができる。これはＳＴＡが、プリアンブル
を復号することによって送信しているＢＳＳを概略的に識別することを可能にすることが
できる。ＢＳＳカラーは、一意でなくてもよい。ＳＴＡは、それが関連付けられたＢＳＳ
に信号は属さないことを決定するために、ＢＳＳカラーを用いることができる。ＳＴＡは



(10) JP 6599994 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

、送信された信号がそれ自体のＢＳＳに属することを確信しない場合がある。
【００３５】
　ＢＳＳカラーは、ＴＸＶＥＣＴＯＲ／ＲＸＶＥＣＴＯＲパラメータ内に配置されること
ができる。ＢＳＳカラーは、受信するＳＴＡが、受信がそれから生じることができるＢＳ
Ｓを識別するのを支援するために用いられることができる。例えば受信が、ＳＴＡが関連
付けられることができるＢＳＳからではあり得ないとき、受信するＳＴＡは受信プロセス
を終了することによって電力消費を低減することができる。
【００３６】
　部分的ＡＩＤは、ＳＴＡからの送信フレームの受信側を識別するために用いられること
ができる機構とすることができる。部分的ＡＩＤは、ＰＬＣＰサービスデータユニット（
ＰＳＤＵ）の意図された受信側の、短縮されたインディケーションをもたらすことができ
る。部分的ＡＩＤは、例えばフレームの宛先がＳＴＡであるときは受信アドレス（ＲＡ）
において、例えばパケットの宛先がＡＰであるときは部分的ＢＳＳ　ＩＤにおいて運ばれ
ることができる。
【００３７】
　ＢＳＳカラーと部分的ＡＩＤの組み合わせは、メンバ物理プロトコルデータユニット（
ＰＰＤＵ）識別において支援することができ、８０２．１１ａｈにおいて省電力のため、
ＯＢＳＳ／非ＯＢＳＳ送信中に空間的直交送信を検出するため、ＣＣＡ動作において、ま
たは応答インディケーション延期においての、１または複数のために用いられることがで
きる。
【００３８】
　ＢＳＳカラーおよび／またはＰＡＩＤは、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈにおいて用いら
れることができる。例えばＢＳＳカラーはＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈにおいて、本明細
書で述べられるように省電力を達成するために用いられることができる。ＴＸＶＥＣＴＯ
ＲパラメータＣＯＬＯＲは、受信するＳＴＡが、受信が生じたＢＳＳを識別することを支
援するために用いられることができる。例えば受信が、ＳＴＡが関連付けられたＢＳＳか
らではないとき、受信するＳＴＡは受信プロセスを終了することによって電力消費を低減
することができる。
【００３９】
　空間的直交送信（例えばセクタ化を用いた）、およびＢＳＳカラーは、本明細書で述べ
られることができる。ＲＸＶＥＣＴＯＲパラメータＣＯＬＯＲは、例えばＢＳＳ送信（例
えば同じＢＳＳ送信）とＯＢＳＳ送信との間での受信されたＰＰＤＵを類別することによ
って、空間的直交（ＳＯ）条件を検出するために利用されることができる。初期セクタイ
ンジケータが０に等しい場合、ＯＢＳＳ　ＳＴＡは、空間的直交条件をチェックしなくて
よい。
【００４０】
　初期セクタインジケータが１である場合、初期セクタインジケータフィールドは、ＮＤ
Ｐ　ＣＴＳフレームの後にセクタ化されたビームフレーム交換が続くことができることを
示すことができる。初期セクタインジケータが０である場合、それは、ＮＤＰ　ＣＴＳフ
レームの後にセクタ化されたビームフレーム交換が続かなくてもよいことを示すことがで
きる。
【００４１】
　ＢＳＳカラー／ＰＡＩＤを用いたＣＣＡ動作がもたらされることができる。例えばＳＴ
Ａが、送信はＳＴＡが関連付けられたものと同じＢＳＳに関連付けられていることを識別
した場合、ＳＴＡはチャネルをビジーステータスに設定することができる。ＳＴＡが、送
信はＯＢＳＳに関連付けられることを識別した場合、例えばＣＣＡが最小ＣＣＡ感度レベ
ルを超えた場合は、ＳＴＡはチャネルをビジーに設定することができる。
【００４２】
　メンバＰＰＤＵ識別を用いた応答インディケーション延期がもたらされることができる
。例えばＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈにおいて、例えばＮＡＶカウンタまたはＲＩＤカウ



(11) JP 6599994 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

ンタがゼロではなく、インディケーションがメディアはビジーであるというものであると
き、応答インディケーション延期（ＲＩＤ）と呼ばれるＣＳＭＡ／ＣＡアルゴリズムに仮
想キャリア検知機構が追加されることができる。カウンタは、例えば送信がＢＳＳ内から
であるか、またはＯＢＳＳからであるかに基づいて変更されることができる。
【００４３】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｘにおけるＢＳＳカラーがもたらされることができる。クリ
アチャネル評価閾値および送信電力制御（ＣＣＡ／ＴＰＣ）は、例えばＢＳＳカラーに基
づいて調整されることができる。ＢＳＳカラー実装形態は、信号を受信するＳＴＡのＣＣ
Ａの変更を用いることができる。ＣＣＡ（例えばＣＣＡのみ）を調整することは、システ
ムスペクトル効率を向上することはできない。例えば限られた周波数時間リソースの使用
を増加させるために、共同のＣＣＡ閾値およびＴＰＣ調整が利用されることができる。Ｔ
ＰＣを組み込むことは、送信電力制御が用いられるとき、および／または所望の受信器の
受信器感度についての情報が既知であるとき、結果として実装形態および／またはシグナ
リングの変更を生じ得る。
【００４４】
　ＢＳＳカラーを用いた先進型空間的再利用がもたらされることができる。システムスペ
クトル効率は、ＢＳＳカラーを用いることによって改善されることができる。ＢＳＳカラ
ーは、隣接したまたは重複ＢＳＳ（ＯＢＳＳ）の間での空間的再利用を可能にすることが
できる。共同のＣＣＡおよびＴＰＣ調整は、空間的再利用の使用を可能にすることができ
る。ＣＣＡおよびＴＰＣは、空間的再利用送信を完全に保護すること、および／またはＯ
ＢＳＳ送信間の衝突を回避することはできない。この目的を達成するためにおよび／また
は修正された受信器設計を可能にするために、ＢＳＳカラー情報を用いた、送信器と受信
器の間のシグナリングが用いられることができる。
【００４５】
　送信方式固有カラーがもたらされることができる。例えばＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ
におけるＢＳＳカラー方式は、サブ１ＧＨｚ周波数帯域上の送信を含むことができる。Ｉ
ＥＥＥ　８０２．１１ａｈは、拡大されたカバレージ範囲、強化された省電力、および／
または多数のデバイスに対するサポートをもたらすことができる。次世代のＷＬＡＮシス
テムは、高密度の配備、高いスペクトル効率などの１または複数の特徴を有することがで
き、および／または既存のＢＳＳカラーのフォーマットは、新しい要件に適合することが
できない。ＯＦＤＭ、ＯＦＤＭＡ、ＭＵ－ＭＩＭＯなどの１または複数の送信方式が、サ
ポートされることができる。これらの目標により良く役立つように、送信方式固有ＢＳＳ
カラーフォーマットまたはシステムが利用されることができる。
【００４６】
　ＢＳＳカラー変更および協調がもたらされることができる。例えばＢＳＳが確立される
とき、ＢＳＳカラーに関連付けられた値が選択されることができる。効率的な干渉処理を
もたらすために、ＢＳＳのカラーは周囲の重複ＢＳＳと協調して選択されることができる
。ＢＳＳは、ＯＢＳＳからの干渉により、異なるＢＳＳカラーを選択することができる。
ＡＰは、ＡＰに関連付けられた１または複数のＳＴＡに、ＢＳＳカラーの変更をアナウン
スすることができる。ＢＳＳカラー変更および／または協調は、最適化された干渉処理を
もたらすために利用されることができる。
【００４７】
　本明細書で述べられる例におけるノードの送信アドレスおよび受信アドレスは、ＯＢＳ
Ｓ送信の識別を可能にするようにパケット内に、例えばＭＡＣヘッダ内に、またはＰＨＹ
　ＳＩＧ内に配置されることができる。
【００４８】
　ＢＳＳカラーに基づくクリアチャネル評価閾値および送信電力制御（ＣＣＡ／ＴＰＣ）
がもたらされることができる。図５は、基本サービスセット（ＢＳＳ）カラーによるクリ
アチャネル評価（ＣＣＡ）閾値の例を示す。図５に示されるように、ＢＳＳ１内のＳＴＡ
１のＣＣＡ閾値基準および／または送信電力は、例えばオーバーヒアされた送信上のソー
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スＢＳＳの決定（例えば初期決定）、またはオーバーヒアされた送信の受信側であるＢＳ
Ｓ２内のＳＴＡ２に対する、オーバーヒアするＳＴＡ１による送信の影響に基づいて変更
されることができる。
【００４９】
　オーバーヒアされた送信におけるソースＢＳＳの初期決定は、プリアンブル内に位置す
るＢＳＳカラーパラメータを用いて、ダウンリンク送信において識別されることができる
。送信のＢＳＳカラーがＳＴＡのものと等しくない場合、送信はそれ自体のＢＳＳからで
はないとすることができる（例えば送信はＯＢＳＳ送信である場合がある）。送信のＢＳ
ＳカラーがＳＴＡのものと等しい場合、送信はそれ自体のＢＳＳからであるとすることが
できる。
【００５０】
　オーバーヒアされた送信に対するソースＢＳＳの初期決定は、例えばオーバーヒアされ
たパケットの受信アドレス（ＲＡ）を用いて、アップリンク送信において識別されること
ができる。ＲＡがそれのＡＰのアドレスに等しくない場合、送信はそれ自体のＢＳＳから
ではないとすることができる。ＲＡがそれのＡＰのアドレスに等しい場合、送信はそれ自
体のＢＳＳからであるとすることができる。受信アドレスは、部分的ＡＩＤなど、ＲＡの
圧縮されたバージョンとすることができる。図５に示されるように、ＳＴＡ２またはＡＰ
２からの送信は、例えばＢＳＳ１（例えばＡＰ１によって動作される）、およびＢＳＳ２
（例えばＡＰ２によって動作される）のカラーが異なる場合、ＳＴＡ１によってＯＢＳＳ
送信として識別されることができる。
【００５１】
　図５にさらに示されるように、ＢＳＳ１内のＳＴＡ１のＣＣＡ閾値基準および／または
送信電力は、例えばオーバーヒアするＳＴＡ例えばＳＴＡ１による送信の、オーバーヒア
される送信の受信側例えばＳＴＡ２に対する、送信の影響に基づいて変更されることがで
きる。オーバーヒアするＳＴＡ例えばＳＴＡ１は、オーバーヒアされる送信の受信側例え
ばＳＴＡ２の受信器特性を識別することができる。
【００５２】
　例えば図５に示されるように、ＳＴＡ１は、受信側ＯＢＳＳ　ＳＴＡ、例えばＳＴＡ２
に関連付けられた受信器特性（例えば必要なＲｘ感度またはＲｘ電力）を識別し、および
／またはＳＴＡ固有のやり方でそれ自体のＣＣＡ閾値を変更することができる。それ自体
の受信器および／またはＯＢＳＳ送信の受信側の受信器要件の知識は、それがそれのＣＣ
Ａ閾値（例えば送信電力）を、両方のＳＴＡに有益となることができるようなレベルに設
定することを可能にする。受信側ＯＢＳＳ　ＳＴＡ、ＳＴＡ２に対する受信器要件および
／または特性を識別するために、発見機構が利用されることができる。発見機構は、１ま
たは複数（例えばすべて）のＯＢＳＳ　ＳＴＡに対する受信器要件および／または特性を
識別するために利用されることができる。識別された受信器要件および／または特性は、
例えば適切な時点での使用のために記憶されることができる。
【００５３】
　例えばＳＴＡ１は、閾値未満の、または閾値の範囲内の受信器要件を有する場合がある
、１または複数のＳＴＡを識別することができる。ＳＴＡ１は、共通のやり方でグループ
内の受信器に関連付けられたそのＣＣＡを変更することができる。
【００５４】
　受信器要件は、明示的にまたは暗黙的に収集されることができる。例えばネットワーク
は、ＡＰ、ＯＢＳＳ内のＳＴＡ（例えばＳＴＡ２）、およびＡＰによって管理されるＢＳ
Ｓ内のＳＴＡ（例えばＳＴＡ１）を備えることができる。ＳＴＡ（例えばＳＴＡ２）は、
その送信電力および／またはその最小受信電力および／または所望の動作点（例えばＭＣ
ＳおよびＳＮＲ）に対するヘッドルームを備えたパケットを、ブロードキャスト（例えば
定期的にブロードキャスト）することができる。所望の動作点は、例えばＡＰまたは送出
側による、ＳＴＡの受信されたＡＣＫ／ＮＡＫ統計から、導き出されるおよび／または決
定されることができる。所望の動作点は、予め指定されることができる。このパケットを
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受信するＳＴＡ（例えばＳＴＡ１）は、ＯＢＳＳ　ＳＴＡ（例えばＳＴＡ２）の受信器に
対するそれらの送信の影響を推定（例えば暗黙的に推定）することができる。
【００５５】
　例えばフレーム交換は、２つのＳＴＡ（例えばＳＴＡ１およびＳＴＡ２）の間で、ＳＴ
Ａ１からＳＴＡ２への、それの受信電力要件に対する要求（例えば明示的要求）により発
生することができる。ＳＴＡ２は、所望の動作点（例えばＭＣＳまたはＳＮＲ）に対する
それの送信電力および／または最小受信電力を示すフレームを送ることができる。他のＳ
ＴＡは、この送信をオーバーヒアすることができ、情報を本明細書で述べられるように利
用することができる。ＢＳＳ間の要求が、可能にされることができる。例えばＳＴＡ１は
、ＳＴＡ２が送信しているときに受信される電力を測定することによって、ＳＴＡ２の受
信器電力要件を推定（例えば暗黙的に推定）することができる。ＳＴＡ１は、ＳＴＡ２の
送信電力および所望の動作点を、明示的にまたは暗黙的に知ることができる。
【００５６】
　送信器および／または受信器特性（例えばＢＳＳカラーおよび／またはＲｘ感度）に基
づくＣＣＡがもたらされることができる。ＳＴＡ（例えばＳＴＡ１）によって用いられる
ＣＣＡ閾値基準は、ＳＴＡによってオーバーヒアされた送信が例えばＢＳＳカラー／ＲＡ
を用いてそれ自体のＢＳＳ内かまたはＯＢＳＳからであるかどうか、および／またはＯＢ
ＳＳ送信の受信側のＲｘ感度、に基づいて変更されることができる。この情報に基づいて
、例示的ＣＣＡ閾値が本明細書で述べられるように推定されることができる。本明細書で
様々に述べられるようにＣＣＡ閾値推定は、推定されたＣＣＡ閾値の設定および／または
使用を含むことができる。ＳＴＡ（例えばＳＴＡ１）は、パケット送信をオーバーヒアす
る、および／またはＳＩＧフィールドを復号することができる。送信がＳＴＡ自体のＢＳ
Ｓ内のノードからである場合、送信は保護（例えば常に保護）され、以下に繋がる。
　ＣＣＡ＝－ｉｎｆ（例えばまたは許容範囲の最小値）
【００５７】
　送信がＯＢＳＳ内のノードからである場合、送信は新しいＣＣＡ閾値を推定することに
基づいて保護されることができる。チャネルにおけるエネルギーが新しいＣＣＡ閾値を超
える場合、送信は保護されることができる。チャネルにおけるエネルギーが新しいＣＣＡ
閾値未満である場合、ＳＴＡは自由に送信することができる。ＣＣＡ閾値は以下として推
定されることができる。
　ＣＣＡ（ｄＢｍ）＝ＣＣＡ＿ｎｏｍｉｎａｌ（ｄＢｍ）＋Ｍａｒｇｉｎ（ｄＢ）
　Ｍａｒｇｉｎ＝ｆ（ＡＰ＿ＳＴＡ１，ＳＴＡ２＿ＳＴＡ１）
マージンがそれを用いて決定される関数は、ＳＴＡからの、それらの受信器感度、送信電
力レベル、送信ヘッドルーム、または能力その他の、１または複数などの情報を含むこと
ができる。ＣＣＡ＿ｎｏｍｉｎａｌ、マージン、ＡＰ＿ＳＴＡ１、またはＳＴＡ２＿ＳＴ
Ａ１の１または複数が、想定されることができる。ＣＣＡ＿ｎｏｍｉｎａｌは、ネットワ
ークに対するベースラインＣＣＡ、および／またはネットワークにおいて用いられるＢＳ
Ｓ固有のＣＣＡを指すことができる。マージンは、公称ＣＣＡのＳＴＡ固有の変更を指す
ことができる。マージンは、それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡ例えばＳＴＡ１と、ＳＴＡ自体
のＢＳＳ内のＡＰ例えばＡＰ１との間の、ＳＴＡ自体のＢＳＳ例えばＢＳＳ１における送
信、および／またはＳＴＡ１の観点からのＯＢＳＳ例えばＢＳＳ２内の、それのＡＰから
のパケットを受信する（例えば現在受信している）ＯＢＳＳ　ＳＴＡ例えばＳＴＡ２の受
信器要件の、関数とすることができる。いくつかまたはすべてのＳＴＡに対するマージン
がゼロである場合、ＣＣＡ調整はＢＳＳ全体にわたるものとなり得る。Ｍａｒｇｉｎの計
算に用いられるＡＰ＿ＳＴＡ１は、例えばＢＳＳ１内のＳＴＡ１からＡＰ１への送信に基
づく、ＡＰの受信器要件を指すことができる。例えばこれは、ＡＰにおける送信のＳＩＮ
Ｒ、またはＳＴＡ１による送信によりＡＰにおいて受信される電力（例えばまたはその逆
）によって推定される、ＡＰ１とＳＴＡ１との間のチャネル利得の関数とすることができ
る。より高いチャネル利得またはより高いＳＩＮＲ／受信電力を有するＳＴＡは、より高
速に、および／またはＢＳＳ外送信への干渉が少ない状態で送信することができ、より高
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いＣＣＡを有することができ、および／または逆も同様である。
【００５８】
　Ｍａｒｇｉｎの計算に用いられるＳＴＡ２＿ＳＴＡ１は、例えばＳＴＡ１からＡＰ１へ
の送信に基づく、ＳＴＡ２の受信器要件を指すことができる。例えばこれは、ＳＴＡ１に
よる送信によってＳＴＡ２において受信される電力により推定される、ＳＴＡ２とＳＴＡ
１との間のチャネル利得の関数とすることができる（例えばまたはその逆）。より高いチ
ャネル利得またはより高いＳＩＮＲ／受信電力を有するＳＴＡは、より高速に、およびＢ
ＳＳ外送信への干渉が少ない状態で送信することができ、より高いＣＣＡを有することが
でき、および／または逆も同様である。
【００５９】
　例えば、
【００６０】
【数１】

【００６１】
であり、ただしＣＣＡ＿ｂｉａｓはネットワークにおいてＣＣＡが変化されることができ
る範囲に等しく、Ｇａｉｎ＿ｍｉｎは所望の最悪チャネルに関連付けられたチャネル利得
とすることができ、Ｇａｉｎ＿ｍａｘは所望の最良チャネルに関連付けられたチャネル利
得とすることができる。
【００６２】
　チャネル利得を推定するために、以下の機構の１または複数が利用されることができる
。チャネル利得を推定するために、ＡＰは、フレーム内にその送信電力についての情報を
有するブロードキャストフレームを送出することができる。１または複数の（例えば各）
ＳＴＡは、送信電力情報および／または受信電力を用いて、ＡＰからのチャネル利得を推
定することができる。ＡＰは、１または複数の（例えば各）ＳＴＡにポーリングすること
ができ、１または複数の（例えば各）ＳＴＡは、推定されたチャネル利得をフィードバッ
クすることができる。１または複数の（例えば各）ＳＴＡは、それがＡＰに送る任意のフ
レーム上に、チャネル利得についての情報を送り返す（例えばピギーバックする）ことが
できる。ＡＰは、特定の持続時間内に情報を送り返さなかった可能性があるＳＴＡにポー
リングすることができる。
【００６３】
　チャネル利得を推定するために、ＡＰはＳＴＡに、ＳＴＡが送ることができるパケット
（例えば任意のパケット）においてその送信電力を含めるように要求する、フレームを送
出することができる。ＡＰは１または複数のＳＴＡ（例えば各ＳＴＡ）に、フレーム上に
ピギーバックされた送信電力情報を有するヌルデータパケット（ＮＤＰ）を送るように、
ポーリングすることができる。ＡＰは、この情報を用いて、特定のＳＴＡに対するチャネ
ルの利得を推定することができる（例えばチャネル相反性を仮定して）。
【００６４】
　ＣＣＡ閾値推定がもたらされることができる。例えばＣＣＡ基準は、以下の１または複
数に基づいて選択されることができる。ＳＴＡ１は、パケット送信をオーバーヒアする、
および／またはＳＩＧを復号することができる。ＳＴＡ１が、受信されたパケット送信は
それ自体のＢＳＳ送信に属すると決定した場合、送信は保護されることができる（例えば
常に保護されることができる）。ＣＣＡは、－ｉｎｆ（例えばまたは許容範囲の最小値）
に等しくすることができる。ＳＴＡ１が、受信されたパケット送信はそれ自体のＢＳＳ送
信に属さないと決定した場合、送信は例えば新しいＣＣＡ閾値を推定することに基づいて
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保護されることができる。チャネルにおけるエネルギーがＣＣＡ閾値を超える場合、送信
は保護されることができる。チャネルにおけるエネルギーがＣＣＡ閾値未満である場合、
ＳＴＡは自由に送信することができる。この場合、推定されるＣＣＡ閾値は、ＯＢＳＳ送
信が検出されたか否かに依存することができる。この場合、ＯＢＳＳシナリオでのＣＣＡ
閾値は、非ＯＢＳＳシナリオでのＣＣＡ閾値とは異なることができる。ＣＣＡ閾値は以下
として推定されることができる。
　ＣＣＡ（ｄＢｍ）＝ＣＣＡ＿ｎｏｍｉｎａｌ（ｄＢｍ）－Ｍａｒｇｉｎ（ｄＢ）
【００６５】
　受信された送信がＯＢＳＳ送信である場合、マージンは以下に設定されることができる
。
【００６６】
【数２】

【００６７】
　送信が受信されない場合、および／または送信が、識別されないＢＳＳから受信された
場合、マージンは以下に設定されることができる。
【００６８】
【数３】

【００６９】
　ＣＣＡ閾値は、ＣＣＡをＳＴＡ固有とするのではなく、例えばチャネル利得に基づいて
グループ化されることができる。例えば一定の利得範囲内のＳＴＡは、同一の値に設定さ
れたそれらのマージンを有することができる。これは範囲内の特定の利得値、例えば同一
のマージンを有するなどの、最大利得、最小利得、または平均利得（例えば平均値または
中央値利得）に関連付けられたマージンとすることができる。ＭＵ－ＭＩＭＯにおいてな
ど、ＳＴＡが基準に基づいて一緒にグループ化される場合、ＣＣＡはグループＩＤに関連
付けられることができ、特定のグループに属するＳＴＡには、そのグループＩＤに対する
ＣＣＡ閾値が割り当てられることができる。
【００７０】
　ＢＳＳカラーに基づいたＴＰＣがもたらされることができる。ＳＴＡ（例えばＳＴＡ１
）によって用いられるＣＣＡ閾値基準および送信電力は、例えばＳＴＡによってオーバー
ヒアされた送信が例えばＢＳＳカラーを用いた、それ自体のＢＳＳ内であるかＯＢＳＳか
らであるかどうか、および／またはＯＢＳＳ送信の受信側のＲｘ感度、に基づいて変更さ
れることができる。
【００７１】
　ＣＣＡ基準および送信電力は、本明細書で述べられるように設定されることができる。
ＳＴＡ（例えばＳＴＡ１）は、パケット送信をオーバーヒアする、および／またはＳＩＧ
フィールドを復号することができる。送信がＳＴＡ自体のＢＳＳ内のノードからである場
合、送信は保護されることができる（例えば常に保護されることができる）。このような
場合、送信は存在できない。ＣＣＡは、－ｉｎｆ（例えばまたは許容範囲の最小値）に等
しくすることができる。送信するＳＴＡに対する送信電力は、ＳＴＡとＡＰとの間の利得
の関数として設定されることができる。
　Ｔｘ＿ｐｏｗｅｒ＝ｎｏｍｉｎａｌ＿Ｔｘ＿ｐｏｗｅｒ－（Ｒｘ＿ｐｏｗｅｒ＿ＡＰ１
－Ｒｘ＿ｐｏｗｅｒ＿ｄｅｓｉｒｅｄ＿ＡＰ１）
送信がＯＢＳＳ内のノードからである場合、ＣＣＡ閾値基準および送信電力は以下として
推定されることができる。
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　ＣＣＡ＝ＣＣＡ＿ｎｏｍｉｎａｌ＋Ｍａｒｇｉｎ
　Ｔｘ＿ｐｏｗｅｒ＝Ｔｘ＿ｐｏｗｅｒ＿ｎｏｍｉｎａｌ－Ｍａｒｇｉｎ
　Ｍａｒｇｉｎ＝ｆ（ＡＰ＿ＳＴＡ１，ＳＴＡ２＿ＳＴＡ１）
この場合、ＳＴＡ送信電力は、それの受信側と、ＯＢＳＳ送信の受信側との関数とするこ
とができる。ＡＰ＿ＳＴＡ１は、例えばＳＴＡ１からＡＰ１への送信に基づく、ＡＰの受
信器要件を指すことができる。例えばこれは、ＡＰ１における送信の信号対干渉および雑
音比によって推定されるＡＰ１とＳＴＡ１との間のチャネル利得、またはＳＴＡ１による
送信によるＡＰ１において受信される電力（例えばまたはその逆）の関数とすることがで
きる。より高いチャネル利得またはより高いＳＩＮＲ／受信電力を有するＳＴＡは、より
高速に、およびＢＳＳ外送信への干渉が少ない状態で送信することができ、より高いＣＣ
Ａを有することができ、および／または逆も同様である。ＳＴＡ２＿ＳＴＡ１は、例えば
ＳＴＡ１からＡＰ１への送信に基づく、ＳＴＡ２の受信器要件を指すことができる。例え
ばこれは、ＳＴＡ１による送信によってＳＴＡ２において受信される電力により推定され
る、ＳＴＡ２とＳＴＡ１との間のチャネル利得の関数とすることができる（例えばまたは
その逆）。より高いチャネル利得またはより高いＳＩＮＲ／受信電力を有するＳＴＡは、
より高速に、およびＢＳＳ外送信への干渉が少ない状態で送信することができ、より高い
ＣＣＡを有することができ、および／または逆も同様である。例えば、
【００７２】
【数４】

【００７３】
であり、ただしＣＣＡ＿ｂｉａｓはネットワークにおいてＣＣＡが変化される範囲に等し
く、Ｇａｉｎ＿ｍｉｎは所望の最悪チャネルに関連付けられたチャネル利得に等しくする
ことができ、Ｇａｉｎ＿ｍａｘは所望の最良チャネルに関連付けられたチャネル利得に等
しくすることができる。例えば以下となる。
【００７４】

【数５】

【００７５】
　例えばチャネル利得はグループＩＤに関連付けられることができ、特定のグループに属
するＳＴＡには、特定のチャネル利得が割り当てられることができる。
【００７６】
　ＢＳＳカラーを用いた先進型空間的再利用がもたらされることができる。図６は強い干
渉の存在下での意図された信号の重複ＯＦＤＭ送信の例を示す。図６に示されるように、
ＳＴＡ（例えば受信するＳＴＡ）は、例えば並行したＯＦＤＭ送信により、同じまたは重
複した周波数帯域内で強い干渉に遭遇し得る。例えばこのようなシナリオは、１または複
数のＢＳＳが高密度に配備されたときに生じ得る。例えば１または複数のＷｉＦｉ　ＡＰ
、および／または１または複数のＳＴＡの間の協調がないことにより、ＯＢＳＳ内の隣接
したＡＰまたはＳＴＡはそれらの信号を、重複したキャリア周波数、およびそれら自体の
ＢＳＳ内のＡＰによって用いられ得るものに対するサブキャリア構造を用いて、送信する
ことができる。高密度に配備されたＷＬＡＮシステムにおいて、ＯＢＳＳ内のＡＰおよび
／またはＳＴＡによって誘起された干渉は、極めて困難なものとなり得る。空間領域抑圧
または周波数領域抑圧などの直接干渉抑圧機構は、このような高密度の配備のシナリオで
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は、例えばＳＴＡでの低い信号対干渉比により動作が不十分となり得る。
【００７７】
　複数のＯＢＳＳ送信を可能にするための、送信器と受信器との間のシグナリングのため
のシステム、方法、および手段がもたらされることができる。カバレージエリアの縁部に
おけるＳＴＡは、例えばＳＴＡがＣＣＡのために用いられるものと同じ周波数帯域内で未
知の干渉信号を検知した場合、関心のある受信信号のプリアンブル内のＢＳＳカラー情報
をチェックすることができる。ＳＴＡは、例えばＢＳＳカラーが、信号はＯＢＳＳからで
あることを示す場合、干渉チャネルのチャネル特性を決定することができる。ＳＴＡによ
って用いられる機構は、干渉チャネルをサウンディングすること、干渉チャネルの既知の
信号成分（例えば送信されたフレームのプリアンブル）を用いて干渉チャネルのチャネル
推定を強化すること、および／またはプライマリチャネルなどのサイドチャネルを用いて
隣接したチャネルの、可能性があるリソースローディングを決定することを利用すること
ができる。
【００７８】
　ＳＴＡおよび／またはＡＰは、例えば干渉が識別されたとき、インテリジェントなリソ
ース割り振りおよび／または干渉抑圧を行うことができる。このようなリソース割り振り
および／または干渉抑圧は、例えば干渉の影響を制限するため、および／または重複ＢＳ
Ｓ内のＳＴＡがデータを送信／受信する、例えば干渉が最小の状態でデータを送信／受信
することを可能にするために行われることができる。
【００７９】
　チャネルは、時間、周波数、空間、および／またはビームにおけるリソースを有するこ
とができる。チャネルリソース割り振りは、これらのリソースの１または複数を用いて、
重複ＢＳＳ内で同時に送信する場合があるノード間の相互作用を改善することができる。
例えばあるリソースにおいて干渉が疑われる場合、代替リソースが用いられることができ
る。チャネルは、周波数において直交することができる複数のサブチャネルをサポートす
ることができる。チャネルは、異なるタイムスロットをサポートして、複数のリソース機
会を可能にすることができる。１つのサブチャネルにおいて干渉が疑われる場合（例えば
プリアンブルのＢＳＳカラーから集められた情報に基づいて）、他のサブチャネルが送信
のために選択されることができる。
【００８０】
　チャネルは、下向きに傾けられたおよび／または上向きに傾けられたビームをサポート
することができ、これらは組み合わせて用いられたとき、垂直において無指向性ビームと
等価とすることができる。干渉が疑われる場合、上向きに傾いたおよび下向きに傾いたビ
ームにおけるエネルギーが比較されて、干渉の激しさを決定し、および通信のためにより
有利となることができるチャネルリソースを識別することができる。この機構は、チャネ
ルリソースのために２つ以上のビームに拡張されることができる。あるチャネルビーム（
例えば下向きに傾いたビーム）はＯＢＳＳから干渉を経験しない場合があり、一方、他の
ビーム（例えば上向きに傾いたビーム）はこのようなＯＢＳＳ干渉を経験する場合がある
。
【００８１】
　チャネルは、例えば干渉が疑われる場合、干渉の抑圧を可能にするために、送信または
受信ビーム形成をサポートすることができる。リソース割り振りを支援するように、シグ
ナリングがもたらされることができる。ビーム形成に関連付けられたシグナリングがもた
らされることができる。
【００８２】
　ＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰにおける、シグナリングおよびビーム形成がもたらされる
ことができる。図７は、ＳＴＡからＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰへの、フィードバックパ
ケットのＭＡＣフレームフォーマットを示す。ＳＴＡ自体のＢＳＳにおいてビーム形成を
サポートするＳＴＡは、干渉チャネルのチャネル状態情報（ＣＳＩ）を、ＳＴＡ自体のＢ
ＳＳ内のＡＰにフィードバックすることができる。ＡＰは、ＳＴＡにおける受信干渉を回
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避するためにビーム形成を用いることができる。ＴＰＣ、ＣＣＡ、および／または干渉さ
れるチャネルＩＤは、ＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰに送られることができる。ＳＴＡによ
ってＳＴＡ自体のＢＳＳ内のそれのＡＰに送られたメッセージは、ＯＢＳＳ内の並行した
送信に対する影響を最小にするために、ＡＰによって利用されることができる。これらの
メッセージは、例えば空間的直交送信が使用されるとき、干渉キャンセルのために利用さ
れることができる。
【００８３】
　それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、例えば並行したフィードバックが、ＯＢＳＳにおいて
用いられるのと同じ周波数帯域を通じて行われた場合、ＯＢＳＳ内の隣接したデバイスで
の進行中の送信に激しい干渉を引き起こす場合がある。フィードバック信号の周波数、時
間的、および／または空間的分離が、採用されることができる。これは、ＯＢＳＳ内の通
信に対する影響を最小にするために行われることができる。
【００８４】
　重複しない周波数サブバンドを用いたシグナリングがもたらされることができる。図８
は、重複しないセカンダリチャネルを用いた、ＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰへのフィード
バック情報を示す。図８に示されるように、ＳＴＡ自体のＢＳＳとＯＢＳＳとの間での、
周波数帯域の部分的重複が利用されることができる。図８に示されるように例えば４０Ｍ
Ｈｚ帯域幅を用いた送信の場合、それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、空間的再利用を実現お
よび／または可能にするために、ＯＢＳＳによって占有されるプライマリ２０ＭＨｚチャ
ネルを用いることを選択することができる。それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、ＯＢＳＳ内
で用いられるものとは異なるセカンダリ２０ＭＨｚチャネルを選択することができる。重
複しないチャネルは、ＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰに、重複プライマリチャネルにおける
同時送信のために利用される情報を送るための、フィードバックチャネルとして働くこと
ができる。情報取得およびフィードバックは、本明細書で述べられるようにもたらされる
ことができる。ＳＴＡにおいて行われるＣＣＡは、２０ＭＨｚプライマリチャネルが占有
され得ることを示すことができる。
【００８５】
　ＳＴＡは、例えばＢＳＳカラーをチェックするために、ＳＩＧフィールドを復号するこ
とを選択することができる。ＢＳＳカラーは、送信が隣接したＯＢＳＳ内であり得ること
を示すことができる。ＳＴＡは、他のチャネルにおけるＣＣＡを継続することができ、ア
イドルのチャネルを決定することができる。ＳＴＡは、２０ＭＨｚプライマリチャネル、
およびアイドルの２０ＭＨｚチャネルを用いるように決定することができる。アイドルの
２０ＭＨｚチャネルは、同時送信のためにＯＢＳＳにおいて用いられるセカンダリチャネ
ルとは異なるものとすることができる。ＳＴＡは、例えば受信された干渉信号に基づいて
、干渉チャネルを推定することができる。ＳＴＡは、プライマリおよびセカンダリチャネ
ルのチャネルＩＤ、ＣＣＡ、ＴＰＣ、干渉チャネルＣＳＩ、および／または他の情報を、
ＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰに送ることができる。ＳＴＡは、重複しないセカンダリチャ
ネルを通じて情報を送ることができる。ＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰは、フィードバック
情報を用いて、適切な送信電力を選択することができる。送信電力は、隣接したＯＢＳＳ
において干渉（例えば著しい干渉）に繋がり得ないものとすることができる。干渉された
プライマリチャネルおよび干渉されないセカンダリチャネル上で、同時送信が進行するこ
とができる。
【００８６】
　空間直交送信を用いたシグナリングがもたらされることができる。空間直交送信は、Ｓ
ＴＡによって、それ自体のＡＰに情報をフィードバックするために用いられることができ
る。例えば強力な空間領域処理能力を有するＳＴＡは、このような空間直交送信を用いる
ことができる。それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、複数のアンテナを有することができる。
複数のアンテナは、空間的ヌルを生成するために用いられることができる。ＯＢＳＳから
の干渉信号によって占有される空間的大きさは、過大ではない場合がある。大きな干渉信
号の場合、それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、空間直交送信を処理することができなくなり
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場合がある。
【００８７】
　空間直交送信を用いたシグナリングのための複数の応用の例が存在することができる。
例えば隣接したＯＢＳＳ内の１または複数（例えばすべて）のレガシーデバイスは、単一
入力単一出力（ＳＩＳＯ）モードで送信（例えば常に送信）することができる。それ自体
のＢＳＳ（例えばプライマリＢＳＳ）内のＳＴＡは、ＯＢＳＳ内の進行中の送信ストリー
ムの数より多くなり得る十分な数のアンテナを有することができる。例において、ＯＢＳ
Ｓ内に２つの送信があり、１つのＯＢＳＳのみがアクティブである場合がある。この場合
、それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、ＯＢＳＳからの干渉の２つのストリームをキャンセル
することを可能にするように、３つ以上のアンテナを有することができる。例において隣
接したＯＢＳＳ内のデバイスは、ＭＩＭＯ送信を用いることができる。ＯＢＳＳ内に、そ
れらの関連付けられたＡＰに同時に送信し得るいくつかのＳＴＡが存在し得るので、干渉
信号の全体の空間的大きさは大きくなり得る。それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、空間的ヌ
ル化（例えば空間的ヌル化のみ）のために必要となり得る数のアンテナを有しない場合が
ある。隣接したＡＰが送信するとき、ＯＢＳＳ内の関連付けられたＳＴＡは、ミュートさ
れると想定されることができる。それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、隣接したＡＰの送信中
に、情報をフィードバック（例えばフィードバックのみ）するように選択することができ
る。このような場合、ＳＴＡは、隣接したＡＰのそれより多くの数のアンテナを有するこ
とが必要となり得る。
【００８８】
　図９は、空間直交フィードバックを示す。図９に示されるように、９０２で、それ自体
のＢＳＳ内のＳＴＡにおけるＣＣＡプロセスは、スキャンされたチャネルは占有されてい
ることを示すことができる。９０４で、ＳＴＡは、ＳＩＧフィールドを復号して、ＢＳＳ
カラーをチェックすることができる。ＢＳＳカラーは、送信が、隣接したＯＢＳＳからで
あり得ることを示すことができる。ＳＴＡは、例えば受信された干渉信号における長トレ
ーニングフィールド（ＬＴＦ）を用いて、干渉チャネルのチャネル状態情報（ＣＳＩ）を
推定することができる。９０６で、ＳＴＡは、空間時間ブロック符号化（ＳＴＢＣ）、空
間時間ストリームの数（ＮＳＴＳ）、および／またはＳＩＧフィールドからのビーム形成
された情報などの、送信パラメータを決定することができる。この情報は、ＯＢＳＳ内の
デバイスがＭＩＭＯを用いるか否かを決定するために用いられることができる。例えばＮ
ＳＴＳ＞１およびＳＴＢＣ＝１の場合、ＭＩＭＯ構成が示されることができる。他の例に
おいてＮＳＴＳ＝１およびＳＴＢＣ＝０の場合、ビーム形成ビットがチェックされること
ができる。ビーム形成ビットが１である場合、ＭＩＭＯが用いられることができる。ＳＴ
ＢＣ、ＮＳＴＳ、およびビーム形成ビットの他の組み合わせは、ＳＩＳＯモードを示すこ
とができる。９１０で、隣接したＯＢＳＳにおいてＭＩＭＯモードが使用される場合、そ
れ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、ＳＩＧフィールド内のグループＩＤをチェックして、送信
が隣接したＯＢＳＳ　ＡＰから生じたかどうかを識別することができる。ＳＴＡは、隣接
したＯＢＳＳ　ＡＰの送信によって占有された信号空間のヌル空間における、ビーム形成
ベクトルを計算することができる。９１４で、それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、計算され
たビーム形成ベクトルを利用して、フィードバック情報をＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰに
送ることができる。それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、隣接したＯＢＳＳ　ＡＰが送信する
とき、同時にフィードバック情報を送ることができる。９０８で、隣接したＯＢＳＳにお
いてＳＩＳＯが用いられる場合、それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、隣接したＯＢＳＳ内の
ＡＰおよび／またはＳＴＡからのいくつかまたはすべての干渉信号のヌル空間における、
ビーム形成ベクトルを計算することができる。９１２で、それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは
、ビーム形成ベクトルを用いて、フィードバック情報をそのＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰ
に送ることができる。それ自体のＢＳＳ内のＳＴＡは、隣接したＯＢＳＳ内のＡＰおよび
／またはＳＴＡが通信している間に、同時にフィードバック情報を送ることができる。
【００８９】
　強いＯＢＳＳ干渉を有する同時送信の受信のための受信器の例が、本明細書で述べられ
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る。図１０は、意図されたシンボルがノイズとして混合された、復調された干渉シンボル
を示す。受信中にＳＴＡは、例えば干渉によって抑圧される関心のある信号による、エラ
ーにおける干渉信号を復調することを試み得る。図１０に示されるように、干渉信号は、
ＳＴＡにおいて高い受信電力を有することができ、高ＱＡＭ変調（例えば１６ＱＡＭ）を
用いることができる。ＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰによって送られた意図された信号は、
受信電力が比較的低い場合があり、ＱＰＳＫ変調を用いることができる。
【００９０】
　サイクリックプレフィックス（ＣＰ）の除去、および信号から周波数領域へのＦＦＴを
用いた変換の後、ｋ番目のサブキャリア上の受信信号は、
　Ｙk＝Ｈ1,kＸ1,k＋Ｈ2,kＸ2,k＋Ｎk

によって表されることができ、ただしＨ1,kはＳＴＡと関連付けられたＡＰとの間の所望
のチャネル応答とすることができ、Ｘ1,kはｋ番目のサブキャリア上の意図されたシンボ
ルとすることができ、Ｈ2,kは干渉チャネル応答とすることができ、Ｘ2,kはｋ番目のサブ
キャリア上の干渉シンボルとすることができる。
【００９１】
　受信信号Ｙkは、ｋ番目のサブキャリア上の推定される干渉チャネル
【００９２】
【数６】

【００９３】
を用いて等化されることができる。復調された干渉シンボル
【００９４】

【数７】

【００９５】
は、実効的なノイズの一部として、意図された信号と共に得られることができる。図１０
に示されるように、干渉シンボル信号点配置は小さなドットとして表わされる。それらを
通る×印を有する大きなドットは、干渉シンボルの送信された信号点配置を示す。復調さ
れた干渉シンボルのシンボルエラーレート（ＳＥＲ）は、例えば意図された信号からのノ
イズにより高くなり得る。
【００９６】
　干渉信号は、ＬＤＰＣまたはバイナリ畳み込み符号（ＢＣＣ）などの強力な誤り訂正符
号によって、エンコードされることができる。ＳＴＡは干渉シンボルをデマッピングする
ことができ、ビットシーケンスを復号することができる。ＬＤＰＣまたはＢＣＣのおかげ
で、干渉信号の符号化ビットエラーレートは低く（例えばかなり低く）することができる
。ＳＴＡは、干渉パケットプリアンブルから得られた変調および符号化方式（ＭＣＳ）情
報を用いて、干渉する側の訂正されたビットシーケンスに対するエンコードおよび／また
は変調を実施することができる。ＳＴＡは、より低い（例えばずっと低い）ＳＥＲを有し
て、干渉シンボル推定
【００９７】
【数８】

【００９８】
を取り出すことができる。
【００９９】
　ＳＴＡは、受信信号Ｙkから、推定された強い干渉
【０１００】
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【数９】

【０１０１】
を差し引くことができる。ＳＴＡは、非干渉送信段階において得られる、それ自体とＳＴ
Ａ自体のＢＳＳ内のＡＰとの間のＣＳＩを用いることができる。ＳＴＡは、強い干渉なし
に、意図された信号を復調および／または復号することができる。
【０１０２】
　ＯＢＳＳ干渉を取り除くために、例えば干渉キャンセル受信器を用いるのではなく、干
渉除去受信器などの干渉抑圧受信器が用いられることができる。ＯＢＳＳ送信は、例えば
ＳＴＡ自体のＢＳＳ内の送信の前に開始することができ、これはＳＴＡがチャネルを推定
する、および／またはＳＩＧフィールドを復号しカラーを識別することを可能にすること
ができる。ＳＴＡ自体のＢＳＳ内の送信のためのパケットは、ＯＢＳＳ送信のための送信
の後に終了することができる。この場合、ＳＴＡ１からＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰへの
ＡＣＫの送信は、通常通り生じることができる。例においてＳＴＡのそのＢＳＳ内の送信
のためのパケットは、例えばＯＢＳＳ送信からの送信の前に終了することができる。成功
した復号に対するＡＣＫを返すことは、結果としてＳＴＡ２における干渉を生じ得る。こ
の場合、送信をＡＰ１に方向付けるために、ビーム形成器が用いられることができる。送
信器に肯定応答を送信するために、延期型ＡＣＫが用いられることができる。例えばＳＴ
Ａ１およびＡＰ１は、ＳＴＡがそれ以内でＡＣＫを送ることができる最大延期時間（例え
ば最大の送信の数）についてネゴシエートし、合意することができる。ＡＰおよびＳＴＡ
が延期型ＡＣＫの可能性について合意した場合、ＡＰは送信を完了し、延期型ＡＣＫ要求
を送ることができる。これは、ネットワークの残りの部分が送信を再開することを可能に
することができる。ＳＴＡは、延期型ＡＣＫを送ることができる。例えばＳＴＡは、それ
の都合のいいときに延期型ＡＣＫを送ることができる。
【０１０３】
　図１１は、例示的ＷＬＡＮにおける干渉キャンセルおよび延期型ＡＣＫを示す。ＢＳＳ
カラーを利用した干渉キャンセルもたらされることができる。図１１に示されるように、
ＢＳＳ２内のＡＰ２は、延期型ＡＣＫ能力に対する能力要求１１０２を、ＢＳＳ２内のＳ
ＴＡ２に送ることができる。能力要求における情報は、ＡＰが送信は失敗したとことを決
定することができる前に、生じることができる最大延期時間、または他のＳＴＡ送信の最
大数を含むことができる。要求における情報は、例えば延期がない場合に、成功したＡＣ
Ｋがそれ以内に送られることができる、持続時間を含むことができる。ＳＴＡは、データ
の送信の後、ＳＩＦＳ－ｘ×ｓｌｏｔ＿ｔｉｍｅにおいてＡＣＫを送出することができる
。これは、例えばＢＳＳ内の送信の再開を可能にするために、ＡＰがそのデータを送った
後、ＡＰがＳＩＦＳ時間において延期型ＡＣＫフレームを送出することを可能にするため
であり得る。
【０１０４】
　ＳＴＡ２は、それが延期型ＡＣＫ能力を有し得ることを示す、能力応答を送ることがで
きる。ＳＴＡ２は、異なる延期型ＡＣＫパラメータを用いて応答することができる。ＳＴ
Ａ２は、干渉１１０４（例えば激しい干渉）を（例えば縁部ＳＴＡとして）経験する場合
があり、延期型ＡＣＫモードに入ることを決定することができる。ＳＴＡ２はＡＰ２に、
延期型ＡＣＫモード要求を送ることができる。ＡＰ２はＳＴＡ２に、このＳＴＡとの送信
が今後、延期型ＡＣＫモードになり得ることを示す、延期型ＡＣＫモード応答を送ること
ができる。これは、送信が成功した場合、ＡＰ２がＳＴＡ２からのＡＣＫを予期すること
ができる時間を示すパラメータｘなどの、パラメータを含むことができる。
【０１０５】
　図１１に示されるように、ＳＴＡ１は、情報１１０６をＢＳＳ１内のＡＰ１に送ること
ができる。これは、ＳＴＡ２に対して干渉１１０４（例えば強い干渉）を引き起こし得る
。ＳＴＡ１は、ＳＴＡ２が、ＢＳＳ外送信を識別することを可能にするための情報（例え
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ばＢＳＳカラーに加えて受信器アドレス）を送出することができる。ＡＰ２は、例えばＳ
ＴＡ１がＡＰ１に情報を送り得る時間の間に、ＳＴＡ２にフレームを送ることができる。
干渉１１０４（例えば強い干渉）は、例えば本明細書で論じられるようにキャンセルされ
ることができる。
【０１０６】
　図１２は、延期型ＡＣＫ動作の例を示す。送信の受信に成功したことの肯定応答におい
て、以下の１または複数が生じることができる。図１２に示されるように、ＡＰ２はＳＴ
Ａ２に、例えばＳＴＡ１とＡＰ１との間の送信持続時間より短い送信持続時間を有して、
情報を送ることができる。ＳＴＡ２は、送信の終了後のＳＩＦＳ持続時間において、ＡＣ
Ｋを送ることができる。ＳＴＡ２によって送られるＡＣＫは、ＡＰ１におけるデータ受信
、またはＳＴＡ１におけるＡＣＫ受信に影響する可能性に、影響を与えないことができる
。
【０１０７】
　ＡＰ２およびＳＴＡ２は、例えばＳＴＡ１からＡＰ１へのプライマリ送信への干渉を回
避するために、延期型ＡＣＫを実施することができる。ＡＰ２はその送信後、ＳＩＦＳ持
続時間の間、待機することができ、ＡＣＫを受信しないことができる。ＡＰ２は、ＡＣＫ
延期型フレームを送出して、ＢＳＳ２内のノードが送信を再開することを可能にすること
ができる。ＳＴＡ１からＡＰ１への送信の完了後、ＳＴＡ２はチャネルメディアを求めて
競合することができ、延期型ＡＣＫをＡＰ２に送ることができる。このフレームは、デー
タ送信にピギーバックされることができる。ＳＴＡ２からＡＰ２への延期型ＡＣＫは、最
大延期時間以内で送信されることができる。最大延期時間が満了した場合、ＡＰ２は、送
信が失敗したと想定し、ＳＴＡ２に情報を再送信することができる。
【０１０８】
　送信の受信に成功したことの肯定応答において、以下の１または複数が生じることがで
きる。図１３は、ＡＣＫ動作の例を示す。図１３に示されるように、ＳＴＡ１は、ＡＰ２
とＳＴＡ２との間の送信持続時間を超える送信持続時間を有して、ＡＰ１に情報を送るこ
とができる。ＳＴＡ２は、データ送信の完了後、ＳＩＦＳ－ｘ×ｓｌｏｔ＿ｔｉｍｅを待
機することができる。ＳＴＡ２は、ＡＰ２にＡＣＫを送信することができる。
【０１０９】
　ＳＴＡ２は、干渉（例えば激しい干渉）が問題となり得ない環境へ移動し得る。ＳＴＡ
２はＡＰ２に、延期型ＡＣＫモード停止要求を送ることができる。ＡＰ２はＳＴＡ２に、
延期型ＡＣＫモードは今後停止され得ることを示す延期型ＡＣＫモード停止応答を送るこ
とができる。
【０１１０】
　送信方式固有ＢＳＳカラーがもたらされることができる。ＢＳＳカラーは、送信に用い
られ得る特定の技法についての情報を含むように拡張されることができる。拡張型ＢＳＳ
カラーは、隣接ＢＳＳ内のＳＴＡが、送信は別のＢＳＳからであり得ることを識別するこ
とを可能にすることができる。拡張型ＢＳＳカラーは、隣接ＢＳＳ内のＳＴＡが、隣接Ｂ
ＳＳ内で送信するために用いられる特定の方式の特性を識別し、それに従ってその挙動を
変更することを可能にする。
【０１１１】
　送信方式固有ＢＳＳカラーの例は、隣接ＢＳＳ内のＳＴＡが、ＯＢＳＳ内の送信に適応
することを可能にすることができる。本明細書で述べられるように方式は、ＯＢＳＳ情報
および／または方式固有情報を含むことができる。ＯＢＳＳ情報および方式固有情報の両
方を含めることから恩恵を受け得る例は、ダウンリンク（ＤＬ）ＯＦＤＭＡ、アップリン
ク（ＵＬ）ＯＦＤＭＡ、ＯＦＤＭ、ＢＳＳサイレンシング、セクタ化された送信による干
渉回避、および／またはピアツーピア（Ｐ２Ｐ）送信によるＤＬ／ＵＬ　ＯＦＤＭＡの１
または複数を含むことができる。
【０１１２】
　ＤＬ　ＯＦＤＭＡにおいて、ＯＦＤＭＡは、帯域の１または複数を空の帯域として有し
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て用いられることができ、またはＡＰはセル中心のＳＴＡに送信することができる。ＤＬ
　ＯＦＤＭＡにおいて、隣接ＢＳＳ内の１または複数のＳＴＡは、追加のカラー情報を用
いて、隣接ＢＳＳ内のＳＴＡがどこでいつ、ＯＦＤＭＡ送信への干渉が最小の状態で送信
できるかを識別することができる。ＯＦＤＭＡ送信のために、サブバンドは２０ＭＨｚ帯
域のごく一部分とすることができ（例えばサブチャネル化されたＯＦＤＭＡ送信に対して
）、またはそれらは２０ＭＨｚ帯域とすることができる（例えばチャネルベースのＯＦＤ
ＭＡ送信に対して）。
【０１１３】
　ＵＬ　ＯＦＤＭＡにおいて、隣接ＢＳＳ内のＳＴＡは、追加のカラー情報を用いてそれ
らがどこでいつ、帯域の空間的再利用によって、干渉が最小の状態で送信できるかを識別
することができる。ＵＬ　ＯＦＤＭＡにおいて、ＯＦＤＭＡは、隣接ＢＳＳ内のアップリ
ンク送信において用いられることができる（例えば、帯域幅全体を占めるＯＦＤＭとは異
なる）。ＵＬ　ＯＦＤＭＡにおいて１つの帯域は、ＡＰに近いＳＴＡを有することができ
る。ＯＦＤＭＡ送信のために、サブバンドは２０ＭＨｚ帯域のごく一部分とすることがで
き（例えばサブチャネル化されたＯＦＤＭＡ送信に対して）、またはそれらは２０ＭＨｚ
帯域とすることができる（例えばチャネルベースのＯＦＤＭＡ送信に対して）。
【０１１４】
　ＯＦＤＭにおいて、ＯＦＤＭが隣接ＢＳＳ内で用いられ得る場合、ＢＳＳは、ＯＢＳＳ
干渉においてロバスト性があるＳＴＡがいつ、情報を送信および／または受信し得るかを
示すことができる。隣接ＳＴＡは、送信するときにこの情報を用いることができる。
【０１１５】
　ＢＳＳサイレンシングにおいて、ＯＢＳＳ送信を有する高密度ネットワークでは、ＢＳ
ＳはＢＳＳカラーおよび、所望の時間においておよび所望の持続時間の間沈黙したままに
なる意図を示すことができる。隣接ＢＳＳは、この情報を用いて、いつ送信するかを決定
する（例えば沈黙期間の間に送信することを決定する）ことができ、これはネットワーク
の性能を改善することができる。
【０１１６】
　セクタ化された送信による干渉回避において、高密度ネットワークでは、ＢＳＳはその
カラー、およびＤＬ送信がそれに方向付けられることができるセクタ、および送信持続時
間を示すことができる。隣接ＢＳＳは、この情報を用いてネットワークの性能を改善する
ことができる。例えばＯＢＳＳは、特定の強化型カラーを有する送信が検出され得るとき
、用いるための特定の直交ビームを識別することができる。
【０１１７】
　ピアツーピア（Ｐ２Ｐ）送信によるＤＬ／ＵＬ　ＯＦＤＭＡにおいて、帯域の１または
複数が空であるまたは沈黙化された状態でＯＦＤＭＡが用いられる場合、同じＢＳＳ内の
Ｐ２Ｐ　ＳＴＡは、追加のカラー情報を用いてそれらがどこでいつ、ＯＦＤＭＡ送信に対
する干渉が最小の状態で送信されることができるかを識別することができる。
【０１１８】
　ＯＢＳＳ情報および／または方式固有情報は、送信されるフレームのＳＩＧフィールド
において送信されることができる。送信されることができる情報は、アップリンクインデ
ィケーションビット、送信ノード／ＢＳＳ識別、方式識別情報、および／または方式固有
情報を含むことができる。
【０１１９】
　アップリンクインディケーションビットは、送信がアップリンクまたはダウンリンク送
信であるかどうかを示すために送信されることができる。送信ノード／ＢＳＳ識別が、送
信されることができる。例えばダウンリンク送信（例えばアップリンクインディケーショ
ンビットは０に設定される）に対して、送信ノード／ＢＳＳ識別は、ＢＳＳのＢＳＳカラ
ー、およびＭＡＣアドレスまたは部分的ＡＩＤとすることができる。ＢＳＳカラーは、Ｓ
ＴＡ自体のＢＳＳまたはＯＢＳＳに関連付けられた送信を識別するために用いられること
ができる。アップリンク送信（例えばアップリンクインディケーションビットは１に設定
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される）に対して、送信ノード／ＢＳＳ識別は、送信ノードのＭＡＣアドレスまたは部分
的ＡＩＤとすることができる。この場合受信アドレスに記憶されたＭＡＣアドレスまたは
部分的ＡＩＤは、ＳＴＡがそれのＢＳＳおよび／またはＯＢＳＳに関連付けられた送信を
識別することを可能にすることができる。ＢＳＳカラーは、アップリンクおよびダウンリ
ンク送信の両方において送信されることができる。
【０１２０】
　方式識別情報が送信されることができる（例えば情報は、ビットの組み合わせによって
伝達されることができる）。用いられる方式は、ＳＩＧにおいて送信されることができる
。例えば用いられる特定の方式を識別するために、３ビットフィールドが、アップリンク
インディケーションビットと組み合わせて用いられることができる。例えば０００はＯＦ
ＤＭを示すことができ（デフォルト）、００１はＯＦＤＭＡを示すことができ、０１０は
ＢＳＳサイレンシングを示すことができ、０１１はセクタ化された送信による干渉回避を
示すことができ、１００は帯域サイレンシングを有するＯＦＤＭＡを示すことができ、１
０１、１１０、および１１１は予約済みとすることができる。ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡ、
ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭが利用されるかどうかを識別するために、方向ビットが方式ビット
と組み合わされることができる。
【０１２１】
　方式固有情報が送信されることができる（例えば情報はビットの組み合わせによって伝
達されることができる）。これは、方式のために利用される情報を識別するために用いら
れることができる。例えばその特定の方式についての情報を通信するために、方式識別情
報と共に４ビットフィールドが用いられることができる。例えば同一のフィールドは、用
いられる特定の方式に応じて異なる事柄を意味することができる。例えば｛方向ビット｝
｛方式｝｛情報｝のフォーマットを用いて、｛ＤＬ｝｛ＯＦＤＭＡ｝｛１１０１｝は、干
渉に対してロバスト性があり得るＳＴＡにより、ＯＢＳＳ送信のためにサブバンド３が利
用可能である、４つのサブバンドを有するアップリンクＯＦＤＭＡを示すことができる。
｛ＤＬ｝｛Ｓｉｌｅｎｃｉｎｇ｝｛１０００｝は、セクタ０がアクティブであるダウンリ
ンクサイレンシングを示すことができる。
【０１２２】
　ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡに対して、送信中に隣接ＢＳＳによって用いられることができ
る帯域が識別されることができる。例は、ＡＰでの（例えばＵＬ送信における）、または
ＳＴＡでの（例えばＤＬ送信における）受信として、隣接ＢＳＳ内のＢＳＳ中心のＳＴＡ
への送信のために利用されることができる帯域を識別することを含むことができる。この
ような帯域は、干渉に対してロバスト性が高くなり得る。
【０１２３】
　ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡに対して、送信中に隣接ＢＳＳによって用いられることができ
ない帯域が識別されることができる。例は、ＡＰでの（例えばＵＬ送信における）、また
はＳＴＡでの（例えばＤＬ送信における）受信として、隣接ＢＳＳ内のＢＳＳ縁部のＳＴ
Ａへの送信のために利用されることができる帯域を含む。このような帯域は、干渉に対し
てロバスト性が低くなり得る。
【０１２４】
　ＯＦＤＭに対して、送信に対してロバスト性があるＳＴＡが送信または受信していると
きが識別されることができる。隣接ＳＴＡは、送信するときにこの情報を用いることがで
きる。ＢＳＳサイレンシングにおいて、沈黙期間の開始および持続時間が識別されること
ができる。セクタ化された送信での干渉回避のために、送信の開始および持続時間が識別
されることができる。例えばＯＢＳＳにおけるアクティブなセクタ、およびアクティブな
セクタ方向が識別されることができる。いずれのＯＢＳＳ送信によっても用いられること
ができないセクタが、識別されることができる。ＣＣＡ閾値情報のために、強化型カラー
情報は、本明細書で述べられるものなどの所望のＲｘ感度／閾値を含むことができる。
【０１２５】
　強化型ＢＳＳカラーを用いたＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡ送信がもたらされることができる
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。図１４は、ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡ　ＷＬＡＮシステムの例を示す。図１５は、ＵＬ／
ＤＬ　ＯＦＤＭＡパケット交換タイプ１の例を示す。図１６は、ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡ
パケット交換タイプ２の例を示す。図１７は、ＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡパケット交換タイ
プ３を示す。本明細書で述べられる例は、ダウンリンクＯＦＤＭＡにおいて用いられるこ
とができる。例えばＤＬ　ＯＦＤＭＡ送信は、４つのサブバンドを有することができる。
図１４、図１５、図１６、および図１７に示されるように、ＢＳＳ２内のＡＰ２はダウン
リンクＯＦＤＭＡ送信を始動することができる。ＢＳＳ２内のＡＰ２は、ＳＩＧフィール
ドにおいて、ＳＴＡ４およびＳＴＡ５によって占有されるサブチャネルは、例えばそれら
がＡＰに近いことにより、ＯＢＳＳ干渉に対してロバスト性があり得ることを示すことが
できる。ＢＳＳ１内のＳＴＡ１は、ＢＳＳ２送信をオーバーヒアすることができ、サブチ
ャネルのいずれかまたは両方においてその送信をスケジュールすることができる。
【０１２６】
　図１４、１５、１６、および１７に示されるように、ＢＳＳ２内のＡＰ２は、ＯＦＤＭ
Ａを用いてそのＢＳＳ内のＳＴＡに情報を送ることができる。例えばＢＳＳ２は、いくつ
かまたはすべてのＳＴＡにＯＦＤＭＡスケジュールフレームを送ることによって、ＳＴＡ
２（例えばチャネル１を用いて）、ＳＴＡ３（例えばチャネル２を用いて）、ＳＴＡ４（
例えばチャネル３を用いて）、およびＳＴＡ５（例えばチャネル４を用いて）と、ダウン
リンクＯＦＤＭＡ送信を始動することができる。ＳＴＡのそれぞれは、ＯＦＤＭＡ応答フ
レームにより返答することができる。ＡＰは、ＳＴＡに情報を送信することができる。送
信の受信に成功したＳＴＡは、肯定応答（ＡＣＫ）により返答することができる。
【０１２７】
　強化型ＢＳＳカラー情報は、以下のフレームの１または複数（例えばすべて）のＳＩＧ
フィールドにおいて送信されることができる。強化型カラー情報は、１または複数のチャ
ネル（例えばチャネル３および／またはチャネル４）が送信のために利用可能であること
を示すことができる（例えば｛１１００｝を送信することによって）。ＯＦＤＭＡ／ＣＯ
ＢＲＡチャネルは、ＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡ送信のためのチャネルリソースを予約するた
めに、ＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡフレームを予約またはスケジュールすることができ、およ
び／または１または複数のＳＴＡ（例えばＳＴＡ２、ＳＴＡ３、ＳＴＡ４、およびＳＴＡ
５）によって用いられるサブチャネルを示すことができる。ＳＴＡ（例えばＳＴＡ２、Ｓ
ＴＡ３、ＳＴＡ４、およびＳＴＡ５）の１または複数（例えばそれぞれ）からの１または
複数のＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡ応答フレームは、スケジュールフレームの受信に対して肯
定応答（ｓｃｈＡＣＫ）するために用いられることができる。ＳＴＡの１または複数（例
えばそれぞれ）は、ＳＴＡに近いＯＢＳＳ　ＳＴＡに、そのＳＴＡについての情報をもた
らすように、強化型カラー情報全体を送出することができる。ＳＴＡの１または複数（例
えばそれぞれ）は、基本ＢＳＳカラー情報、特定の方式についての情報、および／または
ＳＴＡにそれが割り当てられた（例えば割り当てのみ）サブチャネルについての情報を送
ることができる（例えば送るのみ）。
【０１２８】
　図１５に示されるように、タイプＩパケット交換においてカラー情報は、サブバンドの
１または複数（例えばそれぞれ）上に送られることができる。図１６に示されるように、
タイプＩＩパケット交換においてカラー情報は、チャネル帯域幅（例えばチャネル帯域幅
全体）にわたって送られることができる。図１７に示されるように、タイプＩＩＩパケッ
ト交換においてカラー情報は、帯域幅（例えば帯域幅全体）にわたって送られることがで
き、例えば重複を回避するために時間遅延されることができる。図１７に示されるように
、ＳＴＡのそれぞれに関連付けられたｓｃｈＡＣＫフレームは、それぞれのサブバンド上
に同時に送られることができる。ｓｃｈＡＣＫフレームの１または複数は、ブランク送信
またはダミー情報１７０２によって先行されることができる。このダミー情報１７０２は
、例えばＯＦＤＭＡスケジュールグループにおけるＳＴＡの位置に基づいて、受信器によ
ってスキップされることができる。ＯＦＤＭＡデータフレームは、ＡＰから、１または複
数のＳＴＡのそれぞれ（例えばＳＴＡ２、ＳＴＡ３、ＳＴＡ４、およびＳＴＡ５のそれぞ
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れ）に送られることができる。ＡＣＫフレームは、１または複数のＳＴＡ（例えばＳＴＡ
２、ＳＴＡ３、ＳＴＡ４、およびＳＴＡ５のそれぞれ）から送られることができる。送信
される強化型カラー情報は、ｓｃｈＡＣＫにおいて送信されるものと同様とすることがで
きる。強化型カラー情報は同一とすることができ、および／またはＯＦＤＭＡ送信フレー
ム交換において、フレームの１または複数（例えばすべて）において送信されることがで
きる。
【０１２９】
　図１５、図１６、および／または図１７に示されるように、例えばＢＳＳ１内のＳＴＡ
１は、例えばＢＳＳ２内のＡＰ２またはＳＴＡ２からの、ＢＳＳ２からの送信をオーバー
ヒアすることができる。例えば高密度環境において、ＳＴＡ１は、ＡＰ２からのＣＯＢＲ
Ａスケジュールフレームをオーバーヒアすることができる。例えば受信されるフレームは
、ＳＴＡ１の受信器感度より大きな電力を有して受信されることができる。ＳＴＡ１は、
ＳＴＡ２からのｓｃｈＡＣＫフレームをヒアリングすることができる。
【０１３０】
　ＳＴＡ１は、ＢＳＳ２からの受信された送信のプリアンブルを復号することができる。
例えばプリアンブルは、強化型ＢＳＳカラー情報による更新されたＳＩＧフィールドを備
えることができる。ＳＴＡ１は、１または複数のチャネル（例えばチャネル３およびチャ
ネル４）上でＣＳＭＡ／ＣＡチャネルアクセスを再開することができる。ＳＴＡ１は、チ
ャネルのいずれか（例えば図１５、図１６、図１７に示されるようにチャネル３）におい
て、ＡＰ１に情報を送ることができる。
【０１３１】
　ＢＳＳ１内のＳＴＡ１は、ＢＳＳ１内のＡＰ１に、ＳＴＡ１が使用できるチャネル、お
よび／またはＳＴＡ１が使用できないチャネルの識別を示すことができる。例えばＳＴＡ
１はこのようなインディケーションを、ダウンリンクＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡチャネル要
求（例えばＢＳＳ１内のＡＰ１からの）に応答して通信することができる。ＳＴＡ１は、
それが１または複数のチャネル（例えばチャネル３またはチャネル４のみ）を使用できる
こと、および／またはそれが１または複数のチャネル（例えばチャネル１または２）を使
用できないことを示すことができる。ＳＴＡ１は、アップリンクＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡ
データ要求（例えばＡＰ１への）を、それがチャネル３またはチャネル４（例えばチャネ
ル３またはチャネル４のみ）を使用できる旨の、および／またはそれがチャネル１または
２を使用できない旨の情報と共に送ることができる。ＳＴＡ１は情報をＳＴＡ１のＢＳＳ
内のＡＰ（例えばＢＳＳ１内のＡＰ１）に、ＯＢＳＳ内のＡＰ（例えばＢＳＳ２内のＡＰ
２）への影響が最小の状態で送ることができる。
【０１３２】
　アップリンクＣＯＢＲＡ／ＯＦＤＭＡ送信は、本明細書で述べられるようにダウンリン
クＯＦＤＭＡと同様とすることができる。例えばＳＴＡはＡＰに、そのバッファ内のデー
タに基づいてスケジュールするように要求を送ることができる。ＳＴＡはＡＰから、特定
の帯域において送信するためのＯＦＤＭＡスケジューリングフレームを受信することがで
きる。ＳＴＡはＡＰに、強化型カラー情報によりｓｃｈＡＣＫを送ることができる。ＳＴ
ＡはＡＰに、強化型カラー情報によりデータを送ることができる。
【０１３３】
　強化型ＢＳＳカラーによるＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭ送信がもたらされることができる。図
１８は、強化型ＢＳＳカラーによるＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭ送信の例を示す。図１９は、Ｕ
Ｌ／ＤＬ　ＯＦＤＭパケット交換の例を示す。図１８および図１９に示されるように、Ｂ
ＳＳ１内のＡＰ１は、ＳＴＡ１および／またはＳＴＡ２と通信する（例えばそれらに送信
を送る）ことができる。両方の送信に対してＣＣＡ閾値およびＢＳＳカラーが同一であり
得る場合でも、例えばプライマリ送信の受信側が干渉に対してロバスト性があり得るとき
、強化型ＢＳＳカラーの使用は、ＢＳＳ２内のＳＴＡ３が送信することを可能にする。
【０１３４】
　図１８および図１９に示されるように、ＢＳＳ１内のＡＰ１は、ＳＴＡ１にＯＦＤＭ送
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信を送ることができる。ＢＳＳ１内のＳＴＡ１は、ＯＢＳＳ　ＢＳＳ２内のＳＴＡ３から
のＯＢＳＳ干渉に対してロバスト性がない場合がある。ＡＰ１は、その送信のプリアンブ
ル内に、例えばそれがＯＦＤＭ送信を使用し得ること、およびチャネルは使用されること
ができないことを示す、強化型カラー情報を送ることができる。ＯＢＳＳ　ＢＳＳ２内の
ＳＴＡ３は、ＢＳＳ１からの送信、および強化型カラー情報をオーバーヒアすることがで
きる。ＳＴＡ３は、それのチャネルをビジーに設定することができ、送信することはでき
ない。
【０１３５】
　ＢＳＳ１内のＡＰ１は、ＳＴＡ２に例えば別の時点でＯＦＤＭ送信を送ることができる
。ＳＴＡ２は、ＯＢＳＳ　ＢＳＳ２内のＳＴＡ３からのＯＢＳＳ干渉に対してロバスト性
があり得る。ＡＰ１は、その送信のプリアンブル内に強化型カラー情報を送り、それがＯ
ＦＤＭ送信を用いること、および／またはチャネルは使用されることができる（例えば並
行して）ことを示すことができる。ＯＢＳＳ　ＢＳＳ２内のＳＴＡ３は、ＢＳＳ１からの
送信、および／または強化型カラー情報をオーバーヒアすることができる。ＳＴＡ３は、
それのチャネルをアイドルに設定することができ、および／または送信することができる
。
【０１３６】
　強化型ＢＳＳカラーを用いたセクタ化された送信による干渉回避がもたらされることが
できる。ＡＰ－ＳＴＡペアは、ＡＰおよびＳＴＡがセクタ化されたアンテナを用いて送信
することを示すことができる。初期の無指向性送信は、セクタ化された送信の使用、ＢＳ
Ｓカラー／ＲＡ情報、および／または送信の方向を含む、情報を示すことができる。この
情報は標準によって予め決定されることができ、または発見の例／手順は特定のシーケン
スに方向を割り当てることができる。ＯＢＳＳ　ＳＴＡ／ＡＰは、この情報を用いて、そ
れの送信中のＣＣＡ閾値を変更する、および／またはそれがその受信器に情報を送信する
ために用いることができるセクタを制限することができる。この例は、８０２．１１ａｈ
において提案される空間的直交送信とは異なり得る。８０２．１１ａｈにおいて空間直交
性は、暗黙的に想定されることができる。ＢＳＳカラーは、ＯＢＳＳ　ＳＴＡに情報を送
る（例えば明示的に送る）ために用いられることができる。
【０１３７】
　ＢＳＳ１内のＡＰ１は、無指向性アンテナを用いて送信して、それが特定のセクタを用
い得ることを示すことができる。ＡＰ１は、そのＢＳＳカラー、および／または用いられ
るセクタについての情報を送信することができる。例えばＡＰ１は、セクタ発見フレーム
を送出することができる。ＡＰは、一連の交互の無指向性および／またはセクタ化された
送信を送信することができる。無指向性送信フレームは、セクタＩＤおよび／またはセク
タサブカラー情報を備えることができ、例えばその後に関心のあるセクタにおけるヌルデ
ータパケットの送信が続くことができる。これは、ＢＳＳ（例えばＢＳＳ１）内およびそ
の外部のＳＴＡが、セクタおよびそれのセクタサブカラーを識別することを可能にする。
【０１３８】
　ＡＰ１によって無指向性フレームが送信されることができ、これはセクタＩＤのセクタ
サブカラーへのマッピングを可能にすることができる。１または複数の（例えば各）ＳＴ
ＡはＡＰに、その好ましいセクタおよび／または対応するセクタサブカラーにより返答す
ることができる。これは隣接ＢＳＳ内のＳＴＡが、セクタサブカラーを対応するセクタに
マッピングすることを可能にすることができる。
【０１３９】
　ＳＴＡ１はＡＰ１に、ＡＣＫフレームを用いて返答することができる。ＡＣＫフレーム
は、送信が生じ得るＢＳＳ、方式（例えばセクタ化されたアンテナ送信）、または送信の
方向の、１または複数についての情報を含むことができる強化型ＢＳＳカラーを備えるこ
とができる。ＡＰ１は、ＳＴＡ１への送信を開始することができる。ＢＳＳ２内のＳＴＡ
２は、ＡＰ１またはＳＴＡ１のいずれかからの送信をオーバーヒアすることができる。別
個のＢＳＳ内で送信が生じ得るとの情報に基づいて、ＳＴＡ２は、送信持続時間の間、そ
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のＣＣＡ閾値を変更することができる。ＢＳＳ１内で送信がある方向に生じ得るとの情報
に基づいて、ＳＴＡ２はその送信方式を変更することができる。例においてＳＴＡ２は、
例えばＢＳＳ１内で送信がある方向に発生し得る場合、送信を停止することができる。例
においてＳＴＡ２は、例えばＢＳＳ１において送信がある方向に発生し得る場合、より低
い送信電力または直交／半直交セクタ方向を用いて、ＡＰ２に送信することができる。
【０１４０】
　強化型ＢＳＳカラーによるＵＬ／ＤＬ　ＯＦＤＭＡ送信およびピアツーピア（Ｐ２Ｐ）
送信がもたらされることができる。ＡＰは、例えばＯＦＤＭＡを用いて、アップリンクお
よび／またはダウンリンクにおいて複数のＳＴＡと通信することができる。ネットワーク
内のＳＴＡのペアは、互いに直接送信することができる。強化型ＢＳＳカラーの使用は、
ＡＰとＡＰに関連付けられたＳＴＡとの間の、およびＰ２Ｐ　ＳＴＡペアの間のデータの
送信（例えば同時送信）を容易にすることができる。
【０１４１】
　図２０は、強化型ＢＳＳカラーを用いたピアツーピア送信によるＯＦＤＭＡ送信の例を
示す。図２１は、図２０におけるエンティティに関係するパケット交換の例を示す。図２
０および図２１に示されるように、ＡＰ１は例えばＯＦＤＭＡを用いて、そのＢＳＳ内の
ＳＴＡに情報を送ることができる。例えばＡＰ１は、１または複数（例えばすべて）のＳ
ＴＡにＯＦＤＭＡスケジュールフレームを送ることによって、ＳＴＡ１（例えばチャネル
１を用いて）、ＳＴＡ２（例えばチャネル２を用いて）、およびＳＴＡ３（例えばチャネ
ル３を用いて）とのダウンリンクＯＦＤＭＡ送信を始動することができる。ＳＴＡのそれ
ぞれ（例えばＳＴＡ１、ＳＴＡ２、およびＳＴＡ３）は、ＯＦＤＭＡ応答フレームにより
（例えばｓｃｈＡＣＫフレームを用いて）返答することができる。ＡＰは、ＳＴＡにデー
タを送信することができる。データの受信に成功したＳＴＡは、ＡＣＫにより返答するこ
とができる。
【０１４２】
　強化型ＢＳＳカラー情報は、ＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡチャネル予約またはスケジュール
フレーム、１または複数のＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡ応答フレーム、ＯＦＤＭＡデータフレ
ーム、および／または１または複数のＡＣＫフレームの、いずれか（例えばまたはすべて
）のＳＩＧフィールドにおいて送信されることができる。例えば強化型カラー情報は、チ
ャネル（例えばチャネル４）は沈黙化され、利用可能であることを示す｛１１１０｝を含
むことができる。図２１に示されるように、フレーム、例えばＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡチ
ャネル予約フレームまたはスケジュールフレームは、ＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡ送信のため
の１または複数のチャネルリソースを予約するために利用されることができる。ＯＦＤＭ
Ａ／ＣＯＢＲＡチャネル予約フレームまたはスケジュールフレームは、１または複数のＳ
ＴＡ（例えばＳＴＡ１、ＳＴＡ２、およびＳＴＡ３）によって用いられるサブチャネルを
示すために利用されることができる。１または複数のＳＴＡ（例えばＳＴＡ１、ＳＴＡ２
、およびＳＴＡ３のそれぞれ）からのＯＦＤＭＡ／ＣＯＢＲＡ応答フレームは、スケジュ
ールフレームの受信に対して肯定応答するために送られることができる（例えばｓｃｈＡ
ＣＫフレームを用いて）。１または複数の（例えば各）ＳＴＡは、強化型カラー情報（例
えば強化型カラー情報全体）を送出して、ＳＴＡに近いＯＢＳＳ　ＳＴＡが、そのＳＴＡ
（例えばＳＴＡのみ）についての情報を得ることを可能にすることができる。例えば１ま
たは複数の（例えば各）ＳＴＡは、基本ＢＳＳカラー情報、特定の方式についての情報、
および／またはそれに割り当てられたことがあり得る（例えばそれのみに割り当てられた
ことがあり得る）サブチャネルについての情報を、送ることができる（例えば送ることの
みができる）。本明細書で論じられるように、タイプＩ、タイプＩＩ、およびタイプＩＩ
Ｉカラー情報が用いられることができる。
【０１４３】
　図２１に示されるように、ＯＦＤＭＡデータフレームは、ＡＰ（ＡＰ１）からＳＴＡ１
、ＳＴＡ２、およびＳＴＡ３の１または複数（例えばそれぞれ）に送られることができる
。ＡＣＫフレームは、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、およびＳＴＡ３の１または複数（例えばそれ
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ぞれ）から送られることができる。送信される強化型カラーは、ＯＦＤＭＡスケジュール
フレーム内で送信されるものと同様とすることができる。強化型カラー情報は同一とする
ことができ、ＯＦＤＭＡ送信フレーム交換におけるフレームのいずれかまたはすべてにお
いて送信されることができる。ＢＳＳ１内のＳＴＡ４は、ＡＰ（ＡＰ１）からの送信をオ
ーバーヒアすることができる。プリアンブル（例えば強化型ＢＳＳカラー情報による更新
されたＳＩＧフィールド）を復号するとすぐに、ＳＴＡ４はチャネル４にアクセスするこ
とができ、ＳＴＡ５にＰ２Ｐフレームを送信することができる。ＳＴＡ５は、受信された
Ｐ２ＰフレームのＡＣＫにより続けることができる。
【０１４４】
　空間直交送信がもたらされることができる。図２２は、ＯＢＳＳ干渉、および干渉キャ
ンセルトランシーバ方式の例を示す。例えばショッピングモールまたはアパートにおいて
、隣接したＢＳＳが高密度に配備される場合があり、そこでは隣接したＢＳＳのカバレー
ジエリアは、互いに重複される。ＢＳＳ内のＳＴＡは、２つ以上のＢＳＳの重複したカバ
レージエリア内に位置し得る。図２２に示されるように、そのＢＳＳ例えばＢＳＳ１に属
するＳＴＡ２は、ＯＢＳＳ例えばＢＳＳ２のカバレージエリア、ならびにそのＢＳＳのカ
バレージエリア内に位置し得る。ＯＢＳＳ内のＡＰ２は、図２２のＳＴＡ３およびＳＴＡ
４など、それの関連付けられたＳＴＡに信号を送信することができる。ＳＴＡ２は、ＡＰ
２によって設定されたＮＡＶの持続時間の間、ＳＴＡ２のＢＳＳ内のＡＰ例えばＡＰ１と
通信することはできない。ＳＴＡ２は、ＡＰ２送信の持続時間の間、アイドルとなる必要
があり得る。
【０１４５】
　本明細書で述べられる例は、図２２に示されるようにＳＴＡ２が、一定の条件下で送信
および／または受信することを可能にすることができる。例えばＳＴＡ２は、ＡＰ２から
の送信において高スループット長トレーニングフィールド（ＨＴ－ＬＴＦ）、または超高
スループット長トレーニングフィールド（ＶＨＴ－ＬＴＦ）を用いて、例えばＡＰ２とＳ
ＴＡ２との間の干渉チャネルを推定することができる。この干渉チャネル状態情報は、Ａ
Ｐ２のＮＡＶ持続時間の持続時間において、ＡＰ１とのＳＴＡ２の通信（例えば同時通信
）を支援するために利用されることができる。複数のアンテナ構成が、ＡＰ１、ＡＰ２、
およびＳＴＡ２のために利用されることができる。本明細書で述べられるように、ＯＢＳ
Ｓからの情報を識別するために、ＳＩＧフィールド内のＢＳＳカラーフィールドが用いら
れることができる。
【０１４６】
　ＳＴＡは、ＯＢＳＳ内のＡＰからの干渉送信を識別することができ、本明細書で述べら
れるようにＳＴＡ自体のＢＳＳ内のＡＰとのそれの通信（例えば同時通信）を協調させる
ことができる。図２２に示されるように、ＯＢＳＳにおいてＡＰ２は、それの関連付けら
れたＳＴＡ３およびＳＴＡ４との通信を初期化することができる。ＢＳＳカラーおよび空
間的ストリームの総数は、プリアンブルのＳＩＧフィールド内に示されることができる。
ＳＴＡ２は、ＡＰ１に関連付けられることができる。ＳＴＡ２は、ＡＰ２からのＲＴＳを
ヒアリングする、および／またはＡＰ２から信号を受信するように準備することができる
。ＳＴＡ２は、ＡＰ２からデータパケットを受信することができる。ＳＴＡ２は、チャネ
ルを推定するおよび／またはＢＳＳカラーフィールドをチェックすることを選択すること
ができる。ＳＴＡ２は、ＢＳＳカラーが、それが関連付けされ得るＡＰのＢＳＳカラーと
一致しないことを決定することができる。ＳＴＡ２がＡＰ１によって送られたＲＴＳを逸
した、またはＯＢＳＳがＲＴＳ／ＣＴＳフレーム交換を用いない場合、ＳＴＡ２は、干渉
されるチャネル上のＳＴＦを検出することによって、パケットの開始を追跡することがで
きる。パケット開始点が検出されたとき、ＳＴＡ２はチャネルを推定するおよび／または
ＢＳＳカラーフィールドをチェックすることができる。ＳＴＡ２は、ＢＳＳカラー情報に
よって、送信はＯＢＳＳ内であり得ることを知ることができる。ＳＴＡ２は、干渉される
チャネル上のパケット検出を停止すること、および／または例えば電力消費制限により、
ＯＢＳＳ内の送信中にミュート状態を保つことを、選択することができる。ＳＴＡ２は、
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干渉信号のヌル空間における空間的方向を計算することができる。ＳＴＡ２は、ＣＤＭＡ
符号化信号および／またはフィードバックチャネルを選択して、ＡＰ１へ、干渉チャネル
に向かう直交方向を送ることができる。ＡＰ１は、ＳＴＡ２からフィードバック情報を受
信することができる。ＡＰ１は、例えばＳＴＡ２の受信器において、干渉信号によって占
有される部分空間に直交となり得る空間的方向に、その送信される信号を制御するように
、プリコーディングを行うことができる。ＳＴＡ２は、ＡＰ１の送信方向と一致した重み
を組み合わせる受信器を用いて、例えばＡＰ２のＮＡＶ持続時間内で、ＡＰ１からの信号
を受信することができる。
【０１４７】
　直交方向は、本明細書で述べられるように決定されることができる。ＡＰ２は、Ｍ個の
アンテナを用いて、干渉信号ｘIを送信することができる。ＡＰ１およびＳＴＡ２は、Ｎ
＞Ｍ個のアンテナを有することができる（例えばＮ＞Ｍ個のアンテナを有することが必要
となり得る）。ＳＴＡ２は、例えばＡＰ２によって送られたパケットのプリアンブル部分
を用いて、チャネル推定を行うことができる。ＳＴＡ２とＡＰ２との間の推定される干渉
チャネルは、Ｎ×Ｍ行列ＨIによって表されることができる。ＳＴＡ２は、ＨIのＳＶＤ分
解を計算することができる。
　ＨI＝ＵΣＶ＝［Ｕ1Ｕ2］ΣＶ
ただし、ＵはＮ×Ｎユニタリ行列とすることができ、ＶはＭ×Ｍユニタリ行列とすること
ができ、Σはそれの最上主対角線上に特異値を有するＮ×Ｍ行列とすることができる。Ｕ

1はＨIの範囲空間に及ぶことができる固有ベクトルを保持するＵのＮ×Ｍ部分行列とする
ことができる。Ｕ2は、その列ベクトルがＨIのヌル空間内に位置することができるＮ×（
Ｎ－Ｍ）部分行列とすることができる。
【０１４８】
【数１０】

【０１４９】
と表し、ただし
【０１５０】

【数１１】

【０１５１】
、ｉ＝１，２，・・・，Ｎ－ＭはＵ2の列ベクトルとすることができ、ＳＴＡ２は、所望
のビーム形成ベクトルとして、Ｕ2のいくつかの列ベクトルを選択することができる。Ｓ
ＴＡ２はＡＰ１に、これらの所望のビーム形成ベクトルを用いて信号を送信するように通
知することができる。
【０１５２】
　所望のビーム形成ベクトルとして、
【０１５３】
【数１２】

【０１５４】
においてＫ個の列ベクトルが選択されたと仮定すると、Ｋ個のビーム形成ベクトルは、行
列ＵDを形成することができる。ＳＴＡ２はＡＰ１に、ＵDのフィードバック情報を送るこ
とができる。ＡＰ１とＳＴＡ２との間のＮ×Ｎチャネル行列は、ＨDによって表されるこ
とができる。ＡＰ１は、それ自体とＳＴＡ２との間のＣＳＩの知識を有することができる
。ＡＰ１は、例えば送信中に、プリコーディング行列
【０１５５】
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【数１３】

【０１５６】
を使用して、ＳＴＡ２にＫ個の情報シンボルｘDを送信することができる。ＳＴＡ２にお
ける受信信号は次のように表されることができる。
　ｙ＝ＨDＰDｘD＋ＨIｘI＋ｎ
　　＝ＵDｘD＋ＨIｘI＋ｎ
【０１５７】
　受信器においてＳＴＡ２は、
【０１５８】
【数１４】

【０１５９】
を結合行列として利用することができる。所望の信号ビーム形成ベクトルＵDｘDは干渉信
号のヌル空間に存在することができ、結合行列は所望の信号と一致され得るので、例えば
以下などの結合演算の後、干渉は取り除かれる（例えば完全に取り除かれる）ことができ
る。
【０１６０】
【数１５】

【０１６１】
　例えば
【０１６２】
【数１６】

【０１６３】
は、ユニタリ行列のいくつかの列ベクトルから構成されることができるので、等価ノイズ
分散は強くなり得ない。ＳＴＡ２でのＳＶＤでの計算値は、低くなり得る。ＡＰ１でのビ
ーム形成処理において、より多くの計算コストが存在し得る。ＳＴＡ２による干渉方向Ｕ

Dのフィードバックは、ＡＰ２に関連付けられた密接に位置するＳＴＡに対して、干渉を
引き起こし得る。ＳＴＡ２の、隣接したＯＢＳＳ内のＳＴＡへの干渉を低減するために、
ＣＤＭＡ符号化されたフィードバック、または別の周波数フィードバックチャネルが有用
となり得る。ＳＴＡ２によって引き起こされる干渉を低減するために、送信電力制御が用
いられることができる。
【０１６４】
　ＢＳＳカラー変更および協調が、本明細書で述べられることができる。図２３は、ＯＢ
ＳＳ報告要素の例を示す。ＳＴＡは、例えばその現在のＢＳＳのカラーを用いて、受信さ
れた送信において（例えばＳＩＧフィールドにおいて）示されるカラーと比較して、それ
自体のＢＳＳ以外のＢＳＳを検出することができる。ＳＴＡは、このような検出を、それ
の関連付けられたＡＰに報告することができる。例えばＳＴＡは、図２３に示されるよう
にＯＢＳＳ報告要素を用いて、ＳＴＡが検出し得たＯＢＳＳの情報および／またはＢＳＳ
カラーを報告することができる。
【０１６５】
　ＯＢＳＳ報告要素（例えばＯＢＳＳ（サブ）要素）は以下のフィールド、（サブ）要素
ＩＤ、長さ、フィールド数、またはＯＢＳＳ報告フィールド１からフィールドＮの、１ま
たは複数を含むことができる。（サブ）要素ＩＤは、現在の（サブ）要素がＯＢＳＳ報告
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（サブ）要素であり得ることの識別子を含むことができる。長さフィールドは、ＯＢＳＳ
報告（サブ）要素の長さを含むことができる。フィールド数フィールドは、現在のＯＢＳ
Ｓ報告（サブ）要素内のＯＢＳＳ報告フィールドの数を示すことができる。フィールド数
フィールドは、例えば固定の数（例えば１つ）のＯＢＳＳ報告フィールドが含まれる場合
は、省かれてもよい。１または複数の（例えば各）ＯＢＳＳ報告フィールド１からフィー
ルドＮフィールドは、検出されたＯＢＳＳに関連付けられた情報を含むことができる。Ｏ
ＢＳＳ報告フィールドの１または複数（例えばそれぞれ）は以下のサブフィールド、ＢＳ
Ｓ識別子、ＥＳＳ識別子、コーディネータＩＤ、世代、カラー情報、または動作チャネル
情報の、１または複数を含むことができる。ＢＳＳ識別子サブフィールドは、ＢＳＳＩＤ
、短いＢＳＳＩＤ、または前もって合意され得た他のタイプのＢＳＳの識別子などの、Ｂ
ＳＳの識別子を備えることができる。ＥＳＳ識別子サブフィールドは、ＳＳＩＤ、短いＳ
ＳＩＤ、または他のタイプのＢＳＳの識別子などの、ＥＳＳの識別子を備えることができ
る。コーディネータＩＤサブフィールドは、識別されたＢＳＳおよび／またはＥＳＳのた
めのコーディネータの識別子を備えることができる。ＩＤは、ＭＡＣアドレス、ＩＰアド
レスなどとして実施されることができる。世代サブフィールドは、識別されたＢＳＳの世
代のインディケーションを備えることができる。可能性がある世代の値は、８０２．１１
ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１
１ａｈ、８０２．１１ａｆ、８０２．１１ａｘなどを含むことができる。カラー情報サブ
フィールドは、識別されたＢＳＳによって用いられることができるＢＳＳカラーの情報を
備えることができる。可能性がある値は、カラーなし、および／または識別されたＢＳＳ
によって用いられることができるカラーを示す整数またはビットパターンを含むことがで
きる。このサブフィールドにおける特定の値またはビットパターンは、Ｎｏ　Ｃｏｌｏｒ
、または識別されたＢＳＳがカラーを用いないことを示すことができる。動作チャネル情
報サブフィールドは、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、１６０ＭＨｚ、８０＋８０
ＭＨｚ、１ＭＨｚ、２ＭＨｚ、Ｗ、Ｗ＋Ｗ、２Ｗ、４ＭＨｚ、２Ｗ＋２Ｗ、８ＭＨｚ、１
６ＭＨｚなどのＢＳＳ動作幅など、識別されたＢＳＳの動作チャネルを含むことができる
。プライマリチャネル番号およびＣＣＦＳ－１情報が、含まれることができる。
【０１６６】
　ＯＢＳＳ報告（サブ）要素、またはフィールドおよび／またはサブフィールドのセット
は、ＨＥ能力要素、ＨＥ動作要素などの既存の要素の任意の一部、または制御、管理、拡
張またはヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームの任意の一部として、またはＭＡＣもし
くは物理層コンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）ヘッダの一部として実施されること
ができる。例えばＯＢＳＳ報告（サブ）要素のフィールドまたはサブフィールドのセット
は、隣接報告、縮小型隣接報告、またはＨＥ隣接報告の一部またはサブ要素として実施さ
れることができる。例えば本明細書で述べられるフィールドまたはサブフィールドの１ま
たは複数は、アクションフレーム、ＡＣＫなしアクションフレーム、またはＨＥアクショ
ンフレームなどのパブリックアクションフレーム内に含められることができる。このよう
なフレームは、発見された１または複数のＢＳＳを報告するためにＳＴＡによって用いら
れることができ、これは発見されたＢＳＳがカラーを用い得るかどうか、および発見され
たＢＳＳがどのカラー値を用い得るかを含むことができる。
【０１６７】
　ＢＳＳカラー変更がもたらされることができる。ＳＴＡにはＡＰによって、関連付けの
間にＡＰのＢＳＳにおいて用いられ得るＢＳＳカラーが通知されることができる。ＳＴＡ
は、ＯＢＳＳ報告アクションフレーム、またはＯＢＳＳ報告（サブ）要素を備えたフレー
ムを送ることができ、これはＢＳＳが同じカラーを用い得るＳＴＡによって発見され得る
ことを報告するために、ＡＰによる応答型、定期的に行われることができ、または非応答
型とすることができる。例えばＳＴＡは、ＯＢＳＳ報告アクションフレーム、またはＯＢ
ＳＳ報告（サブ）要素を含んだフレームを、ＡＰによって応答型、定期的、または非応答
型で送って、ＳＴＡが発見し得た１または複数のＯＢＳＳを報告することができる。ＡＰ
は、例えばビーコン、短いビーコン、データなどのＯＢＳＳパケット、およびＯＢＳＳか
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らの制御、管理、または拡張パケットを検出することによって、それのＯＢＳＳの１つが
それ自体のＢＳＳと同じカラーを用いていることを検出し得る。ＯＢＳＳパケットは、Ｏ
ＢＳＳのカラー、および／またはＢＳＳＩＤまたはＡＰ自体のＢＳＳに属さない送信ＳＴ
ＡのＭＡＣアドレスなどの他の識別情報を含むことができる。例えばＡＰがＳＴＡからＯ
ＢＳＳはそれ自体のＢＳＳと同じカラーを用い得る旨のインディケーションを受信したと
き、ＡＰは異なるカラーを選択することができる。新しいカラー値はランダムに選択され
ることができ、例えばそれの直接ＯＢＳＳによって用いられ得ないカラー値のセットから
ランダムに選択されることができる。新しいカラー値は、所与のエリア内のＯＢＳＳによ
って用いられることが最も少ないカラー値となるように選択されることができる。ＡＰは
、カラーアナウンスメントフレームの変化を用いて、ＢＳＳカラーの変化をアナウンスす
ることができ、これはビーコン、短いビーコン、または管理、制御、拡張の任意の一部に
おける（サブ）要素として、またはＮＤＰフレーム、またはＭＡＣ／ＰＬＣＰヘッダの一
部として実施されることができる。
【０１６８】
　図２４は、カラー変更アナウンスメント要素（例えば（サブ）要素）の例を示す。図２
４に示されるように、カラー変更アナウンスメント要素（例えば（サブ）要素）は、（サ
ブ）要素ＩＤ、長さ、新しいＢＳＳカラー、または切り換え時間フィールドの、１または
複数を含むことができる。（サブ）要素ＩＤフィールドは、現在の（サブ）要素が、カラ
ー変更アナウンスメント（サブ）要素であり得ることを示す識別子とすることができる。
長さフィールドは、カラー変更（サブ）要素の長さを備えることができる。新しいＢＳＳ
カラーは、ＢＳＳによって用いられることができる新しいカラー値の値を備えることがで
きる。切り換え時間フィールドは、新しいＢＳＳカラーへの切り換えの時間を示すことが
できる。例えば切り換え時間は、ＢＳＳが新しいＢＳＳカラー値に切り換わることができ
るまでの、時間単位（ＴＵ）での残り時間、マイクロ秒、ミリ秒、秒、または任意の他の
時間単位として実施されることができる。例えば切り換え時間は、タイミング同期機能（
ＴＳＦ）値、部分的ＴＳＦ値、またはＢＳＳが新しいＢＳＳカラー値に変化することがで
きる絶対時間とすることができる。ＢＳＳのＡＰおよびＳＴＡは、示された切り換え時間
において、および／または切り換え時間がゼロまでカウントダウンされ得たときに、新し
いＢＳＳカラー値に適応するおよび／またはそれを用いることができる。
【０１６９】
　１または複数のＡＰは、協調を用いてそれらのＢＳＳのためのカラー（例えば最良のカ
ラー）を選択することができる。協調は、本明細書で述べられることができる。ＡＰは、
例えば新しいＢＳＳを新たに開始するとき、ＯＢＳＳがそれらの現在のＢＳＳと同じカラ
ー値を用い得ることが発見されたとき、それらのＳＴＡによって、１または複数のＯＢＳ
Ｓはそれら自体のＢＳＳと同じカラー値を用い得ることが通知されたとき、および／また
はそれが一定の閾値レベルを超える干渉を経験したときに、協調を通じて新しいＢＳＳカ
ラー値を選択することができる。ＡＰは協調を通じて、例えばＡＰ対ＡＰ協調を通じて、
またはプロバイダコーディネータを通じた協調を通じて、新しいＢＳＳカラー値を選択す
ることができる。
【０１７０】
　ＡＰまたはコーディネータは、例えば関連のあるエリアにおいて、１または複数（例え
ばすべて）のＡＰ／コーディネータに、協調要求フレーム／要素を送ることができる。協
調要求フレームは、カラー値を備えることができる。協調要求は、関連のあるＯＢＳＳ内
のＡＰ／ＢＳＳの１または複数（例えばすべて）によって用いられることができるカラー
を問い合わせることができる。
【０１７１】
　ＡＰ／コーディネータは、例えばカラー値を協調させるために協調要求フレーム／要素
を受信したとき、協調応答フレーム／要素によって応答することができる。協調応答フレ
ーム／要素は、協調要求フレームにおける提案されたカラーが拒絶された、受け入れられ
た、または代替値が提案されたかどうかのステータスを備えることができる。協調応答は
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、応答するＢＳＳにおいて、ＢＳＳによって用いられることができる現在のカラー値を備
えることができる。
【０１７２】
　ＡＰ／コーディネータは、それのＢＳＳまたは１または複数のＢＳＳに、ＢＳＳはもた
らされた切り換え時間において新しいＢＳＳカラー値に切り換わるべきであることを、例
えばカラー変更フレーム／要素を用いてアナウンスすることができる。
【０１７３】
　図２５Ａは、１または複数の開示される実施形態が実施されることができる、例示の通
信システム２５００の図である。通信システム２５００は、複数の無線ユーザに音声、デ
ータ、ビデオ、メッセージング、ブロードキャストなどのコンテンツをもたらす、多元接
続システムとすることができる。通信システム２５００は、複数の無線ユーザが、無線帯
域幅を含むシステムリソースの共有を通じて、このようなコンテンツにアクセスすること
を可能にすることができる。例えば通信システム２５００は、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（
ＯＦＤＭＡ）、単一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの１または複数のチャネル
アクセス方法を使用することができる。
【０１７４】
　図２５Ａに示されるように通信システム２５００は、複数のＷＴＲＵ、例えばＷＴＲＵ
２５０２ａ、２５０２ｂ、２５０２ｃ、および２５０２ｄなどの少なくとも１つの無線送
信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）２５０４、コアネ
ットワーク２５０６、公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）２５０８、インターネット
２５１０、および他のネットワーク２５１２を含むことができるが、開示される実施形態
は任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図
することが理解されるべきである。ＷＴＲＵ２５０２ａ、２５０２ｂ、２５０２ｃ、２５
０２ｄのそれぞれは、無線環境において動作および／または通信するように構成された任
意のタイプのデバイスとすることができる。例としてＷＴＲＵ２５０２ａ、２５０２ｂ、
２５０２ｃ、２５０２ｄは、無線信号を送信および／または受信するように構成されるこ
とができ、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定またはモバイル加入者ユニット、ページャ
、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ノートブック、
パーソナルコンピュータ、無線センサ、民生用電子機器などを含むことができる。
【０１７５】
　通信システム２５００はまた、基地局２５１４ａおよび基地局２５１４ｂを含むことが
できる。基地局２５１４ａ、２５１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク２５０６、イン
ターネット２５１０、および／またはネットワーク２５１２などの、１または複数の通信
ネットワークへのアクセスを容易にするように、ＷＴＲＵ２５０２ａ、２５０２ｂ、２５
０２ｃ、２５０２ｄの少なくとも１つと無線でインターフェースするように構成された任
意のタイプのデバイスとすることができる。例として基地局２５１４ａ、２５１４ｂは、
基地トランシーバ局（ＢＴＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノー
ドＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、無線ルータなどとすることがで
きる。基地局２５１４ａ、２５１４ｂはそれぞれ単一の要素として示されるが、基地局２
５１４ａ、２５１４ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク
要素を含むことができることが理解されるべきである。
【０１７６】
　基地局２５１４ａはＲＡＮ２５０４の一部とすることができ、これはまた他の基地局、
および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ
）、中継ノードなどのネットワーク要素（図示せず）を含むことができる。基地局２５１
４ａおよび／または基地局２５１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれることができる特定
の地理的領域内で、無線信号を送信および／または受信するように構成されることができ
る。セルはさらにセルセクタに分割されることができる。例えば基地局２５１４ａに関連
付けられたセルは、３つのセクタに分割されることができる。従って一実施形態では基地
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局２５１４ａは、３つのトランシーバ、例えばセルの各セクタに対して１つを含むことが
できる。他の実施形態では基地局２５１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を使用す
ることができ、従ってセルの各セクタに対して複数のトランシーバを利用することができ
る。
【０１７７】
　基地局２５１４ａ、２５１４ｂは、任意の適切な無線通信リンク（例えば無線周波数（
ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）とすることができ
るエアインターフェース２５１６を通して、ＷＴＲＵ２５０２ａ、２５０２ｂ、２５０２
ｃ、２５０２ｄの１または複数と通信することができる。エアインターフェース２５１６
は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を用いて確立されることができる。
【０１７８】
　より具体的には上記のように通信システム２５００は、多元接続システムとすることが
でき、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの１または複数
のチャネルアクセス方式を使用することができる。例えばＲＡＮ２５０４内の基地局２５
１４ａ、およびＷＴＲＵ２５０２ａ、２５０２ｂ、２５０２ｃは、ユニバーサル移動体通
信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することが
でき、これらは広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を用いてエアインターフェー
ス２５１６を確立することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）
および／またはＥｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むこ
とができる。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／ま
たは高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【０１７９】
　他の実施形態では、基地局２５１４ａおよびＷＴＲＵ２５０２ａ、２５０２ｂ、２５０
２ｃは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を
実施することができ、これらはロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／または
ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）を用いて、エアインターフェース２５１６を確
立することができる。
【０１８０】
　他の実施形態では、基地局２５１４ａおよびＷＴＲＵ２５０２ａ、２５０２ｂ、２５０
２ｃは、ＩＥＥＥ　８０２．１６（例えばマイクロ波アクセス用世界規模相互運用性（Ｗ
ｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－
ＤＯ、暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８
５６（ＩＳ－８５６）、移動体通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ＧＳ
Ｍ進化型高速データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）などの無線技
術を実施することができる。
【０１８１】
　図２５Ａの基地局２５１４ｂは、例えば無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノード
Ｂ、またはアクセスポイントを備えることができ、事業所、ホーム、乗り物、キャンパス
などの局所的エリアにおける、無線接続性を容易にするための任意の適切なＲＡＴを利用
することができる。一実施形態では、基地局２５１４ｂおよびＷＴＲＵ２５０２ｃ、２５
０２ｄは、ＩＥＥＥ　８０２．１１などの無線技術を実施して、無線ローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を確立することができる。他の実施形態では、基地局２５１４ｂお
よびＷＴＲＵ２５０２ｃ、２５０２ｄは、ＩＥＥＥ　８０２．１５などの無線技術を実施
して、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立することができる。他の実
施形態では、基地局２５１４ｂおよびＷＴＲＵ２５０２ｃ、２５０２ｄは、セルラベース
のＲＡＴ（例えばＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を
利用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立することができる。図２５Ａに示されるよ
うに基地局２５１４ｂは、インターネット２５１０への直接接続を有することができる。
従って基地局２５１４ｂは、コアネットワーク２５０６を経由してインターネット２５１
０にアクセスする必要はなくてよい。
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【０１８２】
　ＲＡＮ２５０４はコアネットワーク２５０６と通信することができ、これは音声、デー
タ、アプリケーション、および／またはボイスオーバインターネットプロトコル（ＶｏＩ
Ｐ）サービスを、ＷＴＲＵ２５０２ａ、２５０２ｂ、２５０２ｃ、２５０２ｄの１または
複数にもたらすように構成された任意のタイプのネットワークとすることができる。例え
ばコアネットワーク２５０６は、呼制御、料金請求サービス、モバイル位置ベースのサー
ビス、プリペイドコール、インターネット接続性、ビデオ配信などをもたらすことができ
、および／またはユーザ認証などの高レベルセキュリティ機能を行うことができる。図２
５Ａに示されないが、ＲＡＮ２５０４および／またはコアネットワーク２５０６は、ＲＡ
Ｎ２５０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと、直接または間接に
通信できることが理解されるべきである。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用すること
ができるＲＡＮ２５０４に接続されることに加えて、コアネットワーク２５０６はまた、
ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（図示せず）とも通信することができる。
【０１８３】
　コアネットワーク２５０６はまた、ＰＳＴＮ２５０８、インターネット２５１０、およ
び／または他のネットワーク２５１２にアクセスするように、ＷＴＲＵ２５０２ａ、２５
０２ｂ、２５０２ｃ、２５０２ｄのためのゲートウェイとして働くことができる。ＰＳＴ
Ｎ２５０８は、従来型電話サービス（plain old telephone service）（ＰＯＴＳ）をも
たらす回線交換電話ネットワークを含むことができる。インターネット２５１０は、ＴＣ
Ｐ／ＩＰインターネットプロトコル群における送信制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデ
ータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネットプロトコル（ＩＰ）などの共通
通信プロトコルを用いる、相互接続されたコンピュータネットワークおよびデバイスの地
球規模のシステムを含むことができる。ネットワーク２５１２は、他のサービスプロバイ
ダによって所有および／または運用される、有線または無線通信ネットワークを含むこと
ができる。例えばネットワーク２５１２は、ＲＡＮ２５０４と同じＲＡＴまたは異なるＲ
ＡＴを使用することができる１または複数のＲＡＮに接続された、別のコアネットワーク
を含むことができる。
【０１８４】
　通信システム２５００におけるＷＴＲＵ２５０２ａ、２５０２ｂ、２５０２ｃ、２５０
２ｄのいくつかまたはすべては、マルチモード能力を含むことができ、例えばＷＴＲＵ２
５０２ａ、２５０２ｂ、２５０２ｃ、２５０２ｄは、異なる無線リンクを通して異なる無
線ネットワークと通信するための複数のトランシーバを含むことができる。例えば図２５
Ａに示されるＷＴＲＵ２５０２ｃは、セルラベースの無線技術を使用することができる基
地局２５１４ａ、およびＩＥＥＥ８０２無線技術を使用することができる基地局２５１４
ｂと通信するように構成されることができる。
【０１８５】
　図２５Ｂは、例示のＷＴＲＵ２５０２のシステム図である。図２５Ｂに示されるように
ＷＴＲＵ２５０２は、プロセッサ２５１８、トランシーバ２５２０、送信／受信要素２５
２２、スピーカ／マイクロフォン２５２４、キーパッド２５２６、ディスプレイ／タッチ
パッド２５２８、非リムーバブルメモリ２５３０、リムーバブルメモリ２５３２、電源２
５３４、全地球測位システム（ＧＰＳ）チップセット２５３６、および他の周辺装置２５
３８を含むことができる。ＷＴＲＵ２５０２は、実施形態と一貫性を保ちながら、上記の
要素の任意のサブコンビネーションを含むことができることが理解されるべきである。
【０１８６】
　プロセッサ２５１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連した１また
は複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意の他
のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態機械などを備えることができる。プロセッサ２５１８
は、信号符号化、データ処理、電力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ２５
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０２が無線環境において動作することを可能にする任意の他の機能を行うことができる。
プロセッサ２５１８はトランシーバ２５２０に結合されることができ、これは送信／受信
要素２５２２に結合されることができる。図２５Ｂはプロセッサ２５１８およびトランシ
ーバ２５２０を別個の構成要素として示すが、プロセッサ２５１８およびトランシーバ２
５２０は、電子回路パッケージまたはチップ内に一緒に統合されることができることが理
解されるべきである。
【０１８７】
　送信／受信要素２５２２は、エアインターフェース２５１６を通して、基地局（例えば
基地局２５１４ａ）に信号を送信し、またはそれから信号を受信するように構成されるこ
とができる。例えば一実施形態では送信／受信要素２５２２は、ＲＦ信号を送信および／
または受信するように構成されたアンテナとすることができる。他の実施形態では送信／
受信要素２５２２は、例えばＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信す
るように構成された放射器／検出器とすることができる。さらに他の実施形態では送信／
受信要素２５２２は、ＲＦおよび光信号の両方を送信および受信するように構成されるこ
とができる。送信／受信要素２５２２は、無線信号の任意の組み合わせを送信および／ま
たは受信するように構成されることができることが理解されるべきである。
【０１８８】
　さらに図２５Ｂでは送信／受信要素２５２２は単一の要素として示されるが、ＷＴＲＵ
２５０２は任意の数の送信／受信要素２５２２を含むことができる。より具体的にはＷＴ
ＲＵ２５０２は、ＭＩＭＯ技術を使用することができる。従って一実施形態ではＷＴＲＵ
２５０２は、エアインターフェース２５１６を通して無線信号を送信および受信するため
の、２つ以上の送信／受信要素２５２２（例えば複数のアンテナ）を含むことができる。
【０１８９】
　トランシーバ２５２０は、送信／受信要素２５２２によって送信されることになる信号
を変調するように、および送信／受信要素２５２２によって受信された信号を復調するよ
うに構成されることができる。上記のようにＷＴＲＵ２５０２は、マルチモード能力を有
することができる。従ってトランシーバ２５２０は、ＷＴＲＵ２５０２が例えばＵＴＲＡ
およびＩＥＥＥ　８０２．１１などの複数のＲＡＴによって通信することを可能にするた
めの、複数のトランシーバを含むことができる。
【０１９０】
　ＷＴＲＵ２５０２のプロセッサ２５１８は、スピーカ／マイクロフォン２５２４、キー
パッド２５２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド２５２８（例えば液晶表示
（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、または有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ
ユニット）に結合されることができ、それらからユーザ入力データを受け取ることができ
る。プロセッサ２５１８はまた、スピーカ／マイクロフォン２５２４、キーパッド２５２
６、および／またはディスプレイ／タッチパッド２５２８に、ユーザデータを出力するこ
とができる。さらにプロセッサ２５１８は、非リムーバブルメモリ２５３０および／また
はリムーバブルメモリ２５３２などの任意のタイプの適切なメモリからの情報にアクセス
し、それにデータを記憶することができる。非リムーバブルメモリ２５３０は、ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または任
意の他のタイプのメモリ記憶デバイスを含むことができる。リムーバブルメモリ２５３２
は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデジタル（Ｓ
Ｄ）メモリカードなどを含むことができる。他の実施形態ではプロセッサ２５１８は、サ
ーバまたはホームコンピュータ（図示せず）上など、物理的にＷＴＲＵ２５０２上に位置
しないメモリからの情報にアクセスし、それにデータを記憶することができる。
【０１９１】
　プロセッサ２５１８は、電源２５３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ２５０
２内の他の構成要素に対して電力を分配および／または制御するように構成されることが
できる。電源２５３４は、ＷＴＲＵ２５０２に電力供給するための任意の適切なデバイス
とすることができる。例えば電源２５３４は、１または複数の乾電池（例えばニッケルカ
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ムイオン（Ｌｉイオン）など）、太陽電池、燃料電池などを含むことができる。
【０１９２】
　プロセッサ２５１８はまたＧＰＳチップセット２５３６に結合されることができ、これ
はＷＴＲＵ２５０２の現在位置に関する位置情報（例えば経度および緯度）をもたらすよ
うに構成されることができる。ＧＰＳチップセット２５３６からの情報に加えてまたはそ
の代わりにＷＴＲＵ２５０２は、エアインターフェース２５１６を通して基地局（例えば
基地局２５１４ａ、２５１４ｂ）から位置情報を受信することができ、および／または２
つ以上の近くの基地局から受信される信号のタイミングに基づいてその位置を決定するこ
とができる。ＷＴＲＵ２５０２は、実施形態と一貫性を保ちながら、任意の適切な位置決
定方法によって位置情報を取得できることが理解されるべきである。
【０１９３】
　プロセッサ２５１８はさらに他の周辺装置２５３８に結合されることができ、これはさ
らなる特徴、機能、および／または有線もしくは無線接続性をもたらす、１または複数の
ソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含むことができる。例えば周辺装
置２５３８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写真また
はビデオ用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビ送受
信機、ハンズフリーヘッドセット、ブルートゥース（登録商標）モジュール、周波数変調
（ＦＭ）ラジオユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレ
ーヤモジュール、インターネットブラウザなどを含むことができる。
【０１９４】
　特徴および要素は上記では特定の組み合わせにおいて述べられたが、当業者は、各特徴
または要素は単独で、または他の特徴および要素との任意の組み合わせにおいて用いられ
ることができることを理解するであろう。本明細書で述べられる８０２．１１プロトコル
以外に、本明細書で述べられる特徴および要素は、他の無線システムに応用可能とするこ
とができる。本明細書で述べられる特徴および要素は、アップリンク動作に対して述べら
れる場合があったが、方法および手順はダウンリンク動作に応用可能とすることができる
。様々なフレーム間隔を示すために本明細書ではＳＩＦＳが用いられる場合があったが、
他のフレーム間隔、例えばＲＩＦＳまたは他の合意された時間間隔が適用されることがで
きる。さらに本明細書で述べられる方法は、コンピュータまたはプロセッサによる実行の
ためにコンピュータ可読媒体に組み込まれた、コンピュータプログラム、ソフトウェア、
またはファームウェアにおいて実施されることができる。コンピュータ可読媒体の例は、
電子信号（有線または無線接続を通して送信される）、およびコンピュータ可読記憶媒体
を含む。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムア
クセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハ
ードディスクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭデ
ィスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含むが、それらに限定さ
れない。ＷＴＲＵ、端末装置、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータにおけ
る使用のために、無線周波数トランシーバを実施するように、ソフトウェアと関連してプ
ロセッサが用いられることができる。
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